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論
文
要
旨

　

本
稿
は
、『
篁
物
語
』（『
篁
』）
に
お
け
る
主
人
公
の
呼
称
「
せ
う
と
（
兄
）」

「
男
」「
篁
」「
大
学
の
ぬ
し
」「
人
」
の
う
ち
、
特
に
、「
せ
う
と
」「
男
」
の
混
在

に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
。
そ
の
使
い
分
け
の
意
味
を
、
部
分
的
典
拠
作
品

（
特
に
典
拠
の
ひ
と
つ
と
推
定
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
と
漢
籍
類
）
と
の
関
係
か

ら
解
釈
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
せ
う
と
」
を
使
用
す
る
場
面
は
、

「
男
」
を
使
用
す
る
部
分
と
は
別
に
、
時
期
的
に
少
し
後
の
段
階
に
構
想
な
い
し

創
作
さ
れ
、「
男
」
を
使
用
し
て
い
た
部
分
と
統
合
さ
れ
て
現
『
篁
物
語
』
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 『
篁
物
語
』、「
せ
う
と
」、
源
順
、
段
落
構
成
、『
伊
勢
物
語
』

三
十
九
段
・
四
十
一
段
】

【
目
　
次
】

1　

は
じ
め
に
│
│
呼
称
か
ら
見
る
物
語

2　
『
篁
物
語
』
の
「
せ
う
と
」（
兄
）
と
「
男
」
と
の
相
補
分
布

3　

先
行
研
究
│
│
森
中
京
子
（1996

）「『
兄
』『
学
生
』
と
い
う
語
の
イ
マ

ジ
ェ
リ
ー
」

4　
「
せ
う
と
」
が
現
れ
る
位
置
│
│
2
例
以
上
連
続
で
の
3
場
面

5　

第
Ⅰ
部
終
結
部
（
妹
の
死
後
の
場
面
）
に
お
け
る
「
せ
う
と
」（
③
の
2

例
）

6　
「
せ
う
と
」
2
例
連
続
箇
所
の
共
通
性
│
│
漢
籍
と
の
関
係
│
│

　
6
│
1　

連
続
2
例
（
②
場
面
）
と
『
蒙
求
』「
陸
続
懐
橘
」
お
よ
び
『
伊

勢
物
語
』
四
十
一
段

　
6
│
2　

連
続
10
例
（
①
場
面
）
と
『
伊
勢
物
語
』
四
十
一
段

　
6
│
3　

連
続
2
例
（
③
場
面
）
と
漢
籍
類
の
招
魂
儀
礼
描
写

7　

む
す
び
と
し
て
│
│
②
の
「
男
」
部
分
に
お
け
る
「
法
華
経
を
書
き
て
」

　
7
│
1　
「
せ
う
と
」
偏
在
の
ま
と
め

　
7
│
2　
「
法
華
経
を
書
き
て
」
と
「『
書ふ

み

』（
漢
才
）」
と
い
う
テ
ー
マ

【
資
料
】『
篁
物
語
』
の
「
せ
う
と
」
の
あ
る
場
面

呼
称
か
ら
見
た
『
篁
物
語
』
の
段
落
構
成

│
│
「
せ
う
と
（
兄
）」「
男
」
の
相
補
分
布
│
│

安　
部　
清　
哉
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人文 17号（2018）

1　
は
じ
め
に
│
│
呼
称
か
ら
見
る
物
語

　
『
篁
物
語
』
は
、
平
安
時
代
前
半
の
終
わ
り
頃
、
10
世
紀
末
に
成
立
し
た
と

推
定
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
（
安
部
（2017.3

）・
安
部
（2018.6

）、
村
田
菜
穂

子
（2005

））。
小
品
で
あ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
へ
の
影
響
も
確
認
さ
れ
、
日

本
文
学
史
資
料
、
日
本
語
史
資
料
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
場
面
・
段
落
構
成
を
分
析
し
て
い
く
と
、
文
章
史
の
上
で
も
歌
物
語
と
作

り
物
語
の
両
方
を
つ
な
ぐ
興
味
深
い
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
安
部

（2019.3

））。

　

そ
の
場
面
・
段
落
構
成
の
特
徴
は
、
指
示
代
名
詞
、
接
続
詞
、
典
拠
作
品
と

の
関
連
部
分
等
の
ほ
か
、
そ
の
呼
称
に
も
現
れ
て
い
る
。『
篁
物
語
』
の
中
に

は
主
人
公
を
指
す
語
彙
と
し
て
、「
せ
う
と
（
兄
）」「
お
と
こ
（
男
）」「
篁
」

「（
大
学
の
）
ぬ
し
」「
人
」（
以
下
、「
呼
称
」
と
総
称
す
る
）
の
5
語
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
特
に
「
せ
う
と
」
が
使
用
さ
れ
る
場
面
に
は
興
味

深
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、『
篁
物
語
』
の
段
落
構
成
を
分
析
し
、

文
章
・
文
体
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
を
考
察
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、
そ

の
呼
称
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

2　
『
篁
物
語
』
の
「
せ
う
と
」（
兄
）
と
「
男
」
と
の
相
補
分
布

　
『
篁
物
語
』（
以
下
、『
篁
』
と
略
記
）
に
は
、
主
人
公
で
あ
る
小
野
篁
に
対

す
る
呼
称
が
、
5
種
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
、
そ
れ
ら
の

使
い
分
け
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
物
語
の
構
成
が
前
後
2
つ
の
話

に
分
れ
て
い
て
（
本
稿
で
は
、
第
Ⅰ
部
、
第
Ⅱ
部
と
表
記
し
て
い
く
）、
そ
れ

ぞ
れ
の
中
で
の
使
用
傾
向
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
こ
と
、
主
人
公
の
篁
が

「
男
」
と
呼
ば
れ
る
一
方
で
、
そ
の
恋
敵
と
し
て
登
場
す
る
兵
衛
佐す
け

に
も
「
男お
と
こ」

が
使
用
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
こ
と
、
特
に
「
せ
う
と
」
と
「
男
」
の
使
用
が
混

在
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
使
い
分
け
の
意
図
と
使
用

場
面
の
相
違
な
ど
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
後
述
）。

　

こ
れ
ら
5
語
の
使
用
回
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
頻
度
順
）

せ
う
と
（
兄
）　
14
回
、
男　
14
回
、
篁　
4
回
、（
大
学
の
）
ぬ
し

（
主
）　
3
回
、
人
（
普
通
名
詞
ゆ
え
篁
を
指
す
回
数
は
い
ま
不
問
）

注
＝
「
男
」
は
兵
衛
佐
に
対
し
て
も
4
回
使
用
さ
れ
る
。「（
大
学
の
）

主
」
は
、
童
・
妹
・
母
親
の
い
ず
れ
も
会
話
文
中
に
各
1
例
。

　

本
稿
で
は
、
例
数
が
少
な
い
「
篁
」「（
大
学
の
）
ぬ
し
」
お
よ
び
普
通
名
詞

の
「
人
」
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、「
せ
う
と
」
と
「
男
」
の
配
置
を
問
題
と
し
、

特
に
「
せ
う
と
」
の
出
現
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
行
論
を

簡
潔
に
す
る
た
め
、
結
論
的
な
見
方
を
先
取
り
し
て
説
明
の
手
順
を
述
べ
れ
ば
、

「
せ
う
と
」
の
現
れ
る
箇
所
に
一
定
の
傾
向
が
あ
る
の
で
、「
せ
う
と
」
に
特
に

焦
点
を
当
て
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
今
回
割
愛
し
た
「
篁
」（
4
例
）
に
触
れ
て
お
け
ば
、
第
Ⅰ
部
の
2

例
は
共
に
会
話
文
中
で
の
使
用
で
あ
り
、
第
Ⅱ
部
で
の
2
例
は
共
に
地
の
文
に
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あ
っ
て
、
第
Ⅰ
部
と
第
Ⅱ
部
と
で
傾
向
が
異
な
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

な
お
、
以
下
で
は
、「
せ
う
と
」
は
「
兄
」
あ
る
い
は
括
弧
を
外
し
た
兄
と

表
記
す
る
場
合
も
あ
る
。
作
品
名
は
『
篁
』『
源
氏
』
の
よ
う
に
略
記
し
、
時

に
箇
条
書
き
的
記
述
中
で
は
括
弧
も
略
す
場
合
（
篁
、
多
武
峰
）
が
あ
る
。

『
篁
物
語
』
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
彰
考
館
本
）
に
よ
り
、
本
文
の

異
同
箇
所
は
書
陵
部
本
、
承
空
本
も
考
慮
し
つ
つ
諸
注
釈
を
勘
案
し
た
。

3　

 

先
行
研
究
│
│
森
中
京
子
（1

9
9

6

）「『
兄
』『
学
生
』
と
い
う

語
の
イ
マ
ジ
ェ
リ
ー
」

　

先
行
研
究
で
、
特
に
呼
称
を
問
題
に
し
た
論
文
に
は
次
の
森
中
京
子

（1996

）
が
あ
る
。
森
中
以
外
に
も
こ
の
問
題
に
断
片
的
に
触
れ
た
論
も
あ
る

が
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

○ 

森
中
京
子
（1996

）「『
兄
』『
学
生
』
と
い
う
語
の
イ
マ
ジ
ェ
リ
ー

│
│
『
篁
物
語
』
小
考
」『
緑
岡
詞
林
』
20

　

森
中
氏
は
、
文
学
的
視
点
か
ら
特
に
「
せ
う
と
」「
男
」「
大
学
の
ぬ
し
」

「
篁
」
を
検
討
し
、
次
の
よ
う
に
呼
称
の
相
違
を
説
明
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
用
例
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
篁
物
語
』
主
人
公
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
大
ま
か
に
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。「
恋
ゆ
え
に
苦

し
み
、
そ
の
思
い
を
歌
を【

マ
マ
】詠
む
『
男
』」、「
妹
に
対
し
て
、
親
し
げ
に
、

あ
る
い
は
年
長
者
ら
し
く
振
る
舞
う
『
兄
』」「
い
ま
だ
官
職
に
就
か
ず
、

一
人
前
の
身
と
は
言
え
な
い
『
大
学
』
の
学
生
」「
非
凡
な
文
才
を
有
し
、

後
に
地
位
と
名
望
を
得
る
『
篁
』」
│
│
こ
れ
ら
の
要
素
の
集
合
体
が
、

『
篁
物
語
』
の
主
人
公
像
な
の
で
あ
る
。」

そ
し
て
、「
ま
と
め
」
と
し
て
、「
和
歌
」
と
「
漢
文
」
と
い
う
素
材
を
複

合
さ
せ
る
こ
と
で
、

「
Ⅰ　
「
学
生
で
あ
る
篁
と
異
母
妹
の
悲
恋
」「
学
生
で
あ
る
篁
と
、
妻
・

右
大
臣
三
君
と
の
結
婚
生
活
」
と
い
う
虚
構
が
生
ま
れ
得
た
。」

と
、
そ
の
テ
ー
マ
設
定
を
ま
と
め
、
次
い
で
Ⅱ
と
し
て
、

「
Ⅱ　

物
語
本
文
で
は
主
と
し
て
、
主
人
公
・
篁
の
（
恋
や
結
婚
を
す
る
）

男
」「（
異
母
妹
に
対
す
る
）
兄
」
と
し
て
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。」

と
す
る
。
そ
し
て
、
呼
称
の
「
せ
う
と
」
と
「
男
」
の
使
い
分
け
は
、
物
語
の

主
題
の
二
面
性
と
密
接
に
関
係
し
て
い
て
、

「
そ
の
モ
チ
ー
フ
【
引
用
者
注
：
和
歌
と
漢
文
】
と
主
人
公
像
の
両
方
に

「
兄
妹
」「
学
生
」
と
い
う
語
の
イ
メ
ー
ジ
の
肥
大
あ
る
い
は
拡
散
が
認
め

ら
れ
る
。」

と
、
主
人
公
の
「
イ
メ
ー
ジ
」「
要
素
」
の
拡
大
が
、
呼
称
に
投
影
し
て
い
る

と
解
釈
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
兄
（
せ
う
と
）」
と
、「
学
生
」
あ
る
い
は
「
男
」
と
い
う
主

人
公
の
二
面
性
（
多
面
性
）
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
呼
称
の
使
い

分
け
の
要
因
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
文
中
に
お
け
る
「
せ
う

と
」
の
出
現
位
置
の
偏
り
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
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4　
 「

せ
う
と
」
が
現
れ
る
位
置
│
│
2
例
以
上
連
続
で
の
3
場
面

　
『
篁
』
の
「
せ
う
と
」
は
、
主
人
公
で
あ
る
「
篁
」（
小
野
篁
）
を
指
し
て
使

わ
れ
る
。
こ
の
「
せ
う
と
」
は
、
第
Ⅰ
部
に
登
場
し
て
い
る
異
腹
の
妹
と
の
関

係
で
の
呼
称
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
妹
が
出
て
い
な
い
第
Ⅱ
部
で
は
使
用
さ
れ

ず
、
第
Ⅰ
部
だ
け
で
の
呼
称
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ま
ず
「
せ
う
と
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
。
以
下
の
よ
う
な
3
つ
の
部
分
に
だ
け
ま
と
ま
っ
て
現
れ
て
い
る
。
該

当
す
る
箇
所
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
以
下
に
該
当
す
る
場
面
な
い
し
段
落

に
仮
称
を
添
え
て
示
す
。

　

①　
10
例
の
連
続
箇
所
（
第
Ⅰ
部
）

　
　
　

①
ａ　

兵
衛
佐
の
登
場
す
る
場
面
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」（
9
例
）

　
　
　

①
ｂ　

  

①
ａ
の
直
後
の
別
場
面
（
1
例
│
│
「
妹
懐
妊
段
落
」
の
前
半

の
「
兄
妹
心
通
ひ
場
面
」
で
、
そ
の
最
初
に
主
人
公
に
言
及
す

る
箇
所
。
そ
の
後
は
「
男
」
に
戻
る
。）

②　
2
例
連
続
箇
所
の
1
番
目
（
第
Ⅰ
部
）
│
│
「
春
の
橘
」
が
話
題
と
な

る
部
分
（「
春
の
橘
」
章
段
）

③　
2
例
連
続
箇
所
の
2
番
目
（
第
Ⅰ
部
の
末
尾
）
│
│
「
妹
亡
霊
譚
」
の

う
ち
「
葬
送
・
招
魂
／
法
華
経
・
結
語
」
部
分

　

こ
れ
ら
の
「
せ
う
と
」
が
現
れ
る
位
置
に
は
傾
向
が
あ
る
。
ま
ず
、「
せ
う

と
」
は
「
男
」
の
使
用
場
面
と
相
補
的
な
分
布
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

そ
し
て
、「
せ
う
と
」
の
現
れ
て
い
る
場
面
や
そ
こ
で
の
表
現
の
特
徴
を
整
理

す
る
と
、
全
体
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

　
（
以
下
で
は
、「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」
の
場
面
に
お
い
て
、
兵
衛
佐
を
指
し
て

使
わ
れ
る
「
男
」
や
、
一
般
称
と
し
て
の
「
男
」
は
考
察
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

ま
た
、
同
じ
く
そ
こ
で
の
会
話
文
中
で
（
篁
お
よ
び
兵
衛
佐
の
発
話
）、
一
方

の
男
を
指
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
男
」
2
例
を
除
く
。
後
者
の
「
男
」
の
2

例
は
具
体
的
に
は
、
①
篁
の
会
話
文
中
で
兵
衛
佐
を
指
し
て
使
わ
れ
る
1
例
、

②
兵
衛
佐
の
会
話
文
中
で
篁
を
指
し
て
使
わ
れ
る
1
例
で
あ
る
。）

ア　
「
せ
う
と
」（
14
例
）
は
、
主
人
公
（
小
野
篁
）
を
指
す
呼
称
と
し
て
は
、

必
ず
2
例
以
上
連
続
し
て
現
れ
て
い
る
（
10
例
、
2
例
、
2
例
の
3
箇
所

に
わ
か
れ
る
）。
1
回
の
使
用
だ
け
で
前
後
が
他
の
呼
称
に
変
わ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
│
│
使
用
部
分
に
内
容
的
連
続
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

イ　
「
せ
う
と
」
は
、「
男
」
の
使
用
と
は
、
あ
る
種
の
相
補
分
布
を
な
し
て

い
る
。「
せ
う
と
」
の
連
続
使
用
場
面
で
は
、
意
図
的
に
（
？
）、「
男
」

（
小
野
篁
を
指
す
場
合
）
の
使
用
が
回
避
な
い
し
排
除
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
│
│
「
男
」
と
は
意
図
的
に
使
い
わ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。（
兵
衛
佐
を
指
す
「
男
」
は
い
ま
別
に
す
る
。）

ウ　
「
せ
う
と
」
の
そ
の
連
続
使
用
箇
所
は
3
箇
所
に
わ
か
れ
て
い
る
（
上
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記
の
よ
う
に
、
10
例
（
9
＋
1
）、
2
例
、
2
例
）。
言
わ
ば
、
全
体
と
し

て
〝「
せ
う
と
」
使
用
の
3
場
面
〞
を
構
成
し
て
い
る
。
│
│
「
男
」
の

方
は
（
イ
の
相
補
分
布
傾
向
が
あ
る
の
で
）、「
せ
う
と
」
場
面
以
外
の
4

箇
所
の
範
囲
に
あ
る
と
も
言
え
る
（「
篁
」
ほ
か
の
使
用
箇
所
は
い
ま
別

に
す
る
）。

エ　

第
Ⅰ
部
に
だ
け
現
れ
、
第
Ⅱ
部
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
│
│
第
Ⅰ

部
の
み
で
の
人
称
。

　
（
ウ
の
補
足
＝
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
9
例
連
続
す
る
箇
所
は
、
内

容
上
、
ま
ず
9
例
で
一
つ
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
話
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
直
後
の
そ
れ
に
連
続
す
る
1
例
は
、
直
前
の
場
面

を
受
け
た
別
の
一
場
面
の
冒
頭
部
に
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
続
く
次
の

場
面
に
お
い
て
最
初
に
主
人
公
を
指
す
た
め
の
1
例
で
あ
る
。
前
の
段

（「
せ
う
と
」
使
用
）
と
の
話
を
つ
な
ぐ
役
割
を
持
つ
1
例
と
い
う
こ
と
に

も
な
っ
て
い
る
。）

　

こ
の
よ
う
な
「
せ
う
と
」
使
用
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
十
分
把

握
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
上
記
の
特
徴
は
、
も
し
仮
に
、「
せ
う
と
」
の
連
続

使
用
3
箇
所
の
話
に
、
何
か
共
通
す
る
特
徴
や
性
質
が
見
出
せ
れ
ば
、
少
な
く

と
も
「
男
」
使
用
箇
所
と
の
質
的
相
違
を
見
出
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
こ
れ
が
本
稿
で
取
り
上
げ
る
所
以
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、「
せ
う
と
」
が
連
続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
上
記
①
②
③
の
3

箇
所
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
な
お
、
指
摘
し
た
「
せ
う
と
」
の

使
用
箇
所
の
本
文
は
、
本
論
末
尾
に
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
お
く
。

　
「
せ
う
と
」
が
連
続
し
て
使
用
さ
れ
る
3
箇
所
の
う
ち
、
ま
ず
、
一
番
最
後
に

2
例
連
続
し
て
現
れ
る
③
の
第
Ⅰ
部
終
結
部
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

そ
れ
は
、
他
の
2
箇
所
を
検
討
す
る
前
に
、
先
入
観
な
く
こ
の
部
分
の
問
題
を

検
討
し
て
お
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。
実
は
、
①
と
②
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
点
が

あ
る
。
そ
の
共
通
点
を
先
に
見
て
か
ら
③
の
検
討
を
行
う
と
、
あ
る
種
の
先
入

観
を
持
っ
て
見
る
（
見
ら
れ
る
）
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
を
回
避
し
て

お
く
た
め
に
、
取
り
上
げ
る
順
番
を
出
現
順
と
は
別
に
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

5　

 

第
Ⅰ
部
終
結
部
（
妹
の
死
後
の
場
面
）
に
お
け
る
「
せ
う
と
」

（
③
の
2
例
）

　

最
初
に
、「
せ
う
と
」
が
連
続
し
て
使
用
さ
れ
る
3
箇
所
の
う
ち
、
最
も
後

に
2
例
連
続
し
て
現
れ
る
第
Ⅰ
部
の
終
結
部
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　

そ
の
2
例
は
、
第
Ⅰ
部
終
結
部
の
「
妹
亡
霊
譚
」
に
お
け
る
妹
の
供
養
の
場

面
に
現
れ
る
。
主
人
公
で
あ
る
篁
＝
兄
が
、
親
に
代
わ
っ
て
葬
送
の
儀
を
執
り

行
う
場
面
で
あ
る
。
身
内
と
し
て
そ
れ
を
行
う
と
い
う
意
味
も
あ
る
た
め
だ
ろ

う
か
、
親
族
呼
称
で
あ
る
「
せ
う
と
」
が
2
度
使
わ
れ
、
そ
の
後
で
「
男
」

（
1
例
）
に
戻
っ
て
第
Ⅰ
部
が
終
わ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
短
い
場
面
で
「
兄⇒

兄⇒
男
」
と
変
化
し
て
、
最
後
は
「
男
」
で
第
Ⅰ
部
が
終
わ
っ
て
い
る
。
以
下

に
当
該
部
分
を
、
そ
の
直
前
部
分
（
妹
が
和
歌
を
詠
ん
で
死
ぬ
場
面
）
か
ら
の

続
き
が
わ
か
る
よ
う
に
引
用
し
て
お
く
（「
せ
う
と
」
2
例
が
あ
る
段
落
を
枠
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で
囲
ん
で
お
く
）。

◆
第
Ⅰ
部
の
終
結
部
（
妹
（
女
）
の
死
の
直
後
の
場
面
）

　
　
　

泣
く
〳
〵
さ
ぐ
れ
ば
、
手
に
も
さ
は
ら
ず
、
手
に
だ
に
あ
ら
ず
。
ふ
と

こ
ろ
に
か
き
入
れ
て
、
わ
が
身
の
な
ら
ん
や
う
も
し
ず
、
臥
さ
ま
ほ
し
き

こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

【
兄
】
泣
き
流
す
涙
の
上
に
あ
り
し
に
も
さ
ら
ぬ
あ
は
の
山
か
へ
る

女
、
返
し
、

常
に
寄
る
し
ば
し
ば
か
り
は
泡
な
れ
ば
つ
い
に
溶
け
な
ん
こ
と
ぞ
悲

し
き

と
い
ふ
程
に
、
夜
の
あ
け
に
け
れ
ば
、
な
し
。

【
こ
こ
ま
で
の
場
面
は
、
妹
の
魂
の
来
訪
と
別
れ
の
場
面
。
こ
の
直
後
が

次
の
③
の
場
面
。】

③
「
せ
う
と
」
2
例
連
続
場
面
【
妹
の
「
葬
送
・
招
魂
」
の
場
面
】

　

親
は
す
て
て
去
に
け
れ
ば
、
と
か
く
お
さ
む
る
こ
と
は
、
た
ゞ
、
こ
の

兄せ
う
とぞ

、
し
け
る
。

　

人
は
み
な
、
す
て
て
ゆ
き
に
け
れ
ば
、
た
ゞ
、
こ
の
兄せ

う
と、

從
者
三
四

人
・
学
生
一
人
し
て
、
こ
の
女
を
死
に
け
る
屋
を
、
い
と
よ
く
は
ら
ひ
て
、

花
・
香
た
き
て
、
遠
き
所
に
、
火
を
と
も
し
て
ゐ
た
れ
ば
、
こ
の
魂
な
ん
、

夜
な
〳
〵
来
て
語
ら
ひ
け
る
。

　

三
七
日
は
、
い
と
あ
ざ
や
か
な
り
。

　

四
七
日
は
、
と
き
〳
〵
見
え
け
り
。

【
以
下
は
、
上
記
に
続
く
「
法
華
経
供
養
・
後
日
譚
」
の
場
面
】

　

こ
の
男
、
涙
つ
き
せ
ず
泣
く
。
そ
の
涙
を
硯
の
水
に
て
、
法
花
経
を
書

き
て
、
比
叡
の
三
昧
堂
に
て
、
七
日
の
わ
ざ
し
け
り
。

　

そ
の
人
【
妹
の
霊
】、
七
日
は
【
四
十
九
日
は
】
な
し
は
て
て
も
、
ほ

の
め
く
こ
と
絶
え
ざ
り
け
り
。
三
年
す
ぎ
て
は
、
夢
に
も
、
た
し
か
に
見

え
ざ
り
け
り
。

　

な
を
悲
し
か
り
け
れ
ば
、
初
め
の
ご
と
し
て
な
ん
、
ま
か
せ
た
り
け
る
。

妻
に
も
寄
ら
で
、
ひ
と
り
な
ん
、
あ
り
け
る
。

　

短
い
場
面
で
あ
る
が
、
③
を
含
む
前
後
場
面
は
「
妹
の
葬
送
・
招
魂
」
と
兄

の
「
法
華
経
供
養
」
が
続
く
一
連
の
場
面
の
一
部
で
あ
る
。
③
の
「
せ
う
と
」

2
例
は
、
そ
の
う
ち
、
葬
送
の
儀
式
と
妹
の
魂
の
再
訪
を
描
写
し
た
部
分
に
現

れ
る
（
枠
を
付
け
た
部
分
）。
そ
の
後
、
主
に
「
男
（
兄
）」
が
行
う
法
華
経
供

養
と
独
身
を
続
け
る
様
子
を
い
う
場
面
へ
と
続
い
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
に
「
妹⇒

兄
」
と
い
う
描
写
視
点
の
相
違
も
読
み
取
れ
る
う
え
に
、

「
葬
送
・
招
魂
」
場
面
で
は
、
妹
を
捨
て
て
去
っ
た
「
親
」
と
の
対
比
で
血
縁

と
し
て
の
「
せ
う
と
」
が
使
わ
れ
、
つ
い
で
「
人
（
家
の
使
用
人
）」
と
の
対

比
で
、
そ
の
家
の
「
せ
う
と
」
が
使
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
立
場
を

示
す
意
味
で
兄
「
せ
う
と
」
が
使
用
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
。

　

一
方
「
法
華
経
供
養
」
場
面
で
は
、
女
の
死
を
嘆
く
恋
人
と
し
て
の
「
男
」

に
着
眼
が
あ
り
、
同
じ
七
日
毎
の
供
養
を
描
写
し
て
い
て
も
、「
妹
」
の
恋
人

で
あ
り
妻
も
娶
ら
な
い
男
が
主
題
で
あ
る
の
で
、「
男
」
が
使
わ
れ
て
い
る
、
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と
も
読
み
取
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
の
相
違
を
読
み
取
っ
た
解
釈
を
す
れ
ば
、

「
せ
う
と
」
か
ら
「
男
」
と
い
う
呼
称
の
変
化
自
体
に
は
、
内
容
上
大
き
な
問

題
は
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
こ
の
場
面
に
は
次
の
よ
う
な
あ
る
種
の
違
和
感
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
特
に
「
葬
送
・
招
魂
」
場
面
に
集
中
し
て
い
る
重
複
表
現
（
カ
・

キ
・
ク
・
ケ
）、
お
よ
び
、「
葬
送
・
招
魂
」
場
面
を
間
に
し
た
そ
の
前
後
部
分

の
連
続
性
（
コ
・
サ
）
の
問
題
で
あ
る
。

カ　
「
す
て
て
去
に
け
れ
ば
」「
す
て
て
ゆ
き
け
れ
ば
」
と
い
う
、
妹
を
捨
て

て
い
っ
た
同
じ
表
現
の
繰
り
返
し
。

キ　

カ
の
直
後
の
「
た
だ
、
せ
う
と
」「
た
だ
、
せ
う
と
」
と
い
う
、
や
は

り
同
じ
表
現
の
繰
り
返
し
。

│
│
カ
・
キ
は
、
別
パ
タ
ー
ン
で
の
二
つ
の
未
推
敲
草
稿
を
想
起
さ
せ
る
。

ク　
「
三
七
日
（
二
十
一
日
）
の
法
要
お
よ
び
四
七
日
（
二
十
八
日
）
の
法

要
」
の
こ
と
と
、
後
の
「
法
華
経
供
養
」
場
面
で
の
「
七
日
の
わ
ざ
」

（
七
日
毎
の
法
要
）
お
よ
び
「
七
日
は
な
し
は
て
て
も
」（
七
七
日
四
十
九

日
の
法
要
を
終
え
て
も
）
と
の
繰
り
返
し
（
あ
る
い
は
話
の
「
逆
戻
り
」

現
象
（
石
原
昭
平
（1977

）
の
指
摘
））。

│
│
こ
れ
も
二
つ
の
別
パ
タ
ー
ン
で
の
未
推
敲
草
稿
を
想
起
さ
せ
る
。

ケ　
「
従
者
三
四
人
」
の
言
い
方
と
、
第
Ⅰ
部
の
前
半
部
分
（「
兵
衛
佐
横
恋

慕
譚
」）
の
「
男
の
童
三
四
人
」
と
い
う
類
似
表
現
と
の
重
な
り
。

│
│
こ
れ
ら
は
執
筆
段
階
（
時
期
）
の
近
さ
に
よ
る
同
一
表
現
の
繰
り
返

し
使
用
を
想
像
さ
せ
る
。「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」
は
後
の
段
階
の
挿
入
が

考
え
ら
れ
る
。

コ　
「
せ
う
と
」
段
落
と
そ
の
前
後
部
分
と
の
表
現
の
断
絶
。

│
│
こ
の
直
前
の
「
妹
の
魂
の
来
訪
」
場
面
か
ら
、「
男
」
が
「
涙
」
を

流
し
て
「
泣
く
」
表
現
が
連
続
し
て
多
く
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
記

の
「
葬
送
・
招
魂
」
場
面
だ
け
は
「
泣
く
」「
涙
」
語
彙
が
全
く
現
れ
な

い
。
描
写
・
表
現
が
そ
こ
だ
け
前
後
と
は
異
質
に
見
え
る
（
安
部

（2019.3

））。

サ　
「
葬
送
・
招
魂
」
場
面
（
枠
の
部
分
）
を
削
除
し
て
前
後
を
つ
な
い
で

も
、
話
が
連
続
的
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
だ
け
で
も
完
結
す
る
よ
う
に

（
も
）
読
め
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
カ
〜
ケ
に
つ
い
て
は
、
未
整
理
の
草
稿
が
残
っ
た
も
の
だ

と
見
れ
ば
、『
篁
』
全
体
が
や
や
語
句
の
不
整
合
箇
所
が
散
見
さ
れ
て
未
完
成

作
品
と
も
見
ら
れ
る
要
素
が
少
な
く
な
い
た
め
、
そ
れ
ゆ
え
の
冗
漫
な
繰
り
返

し
な
い
し
未
推
敲
箇
所
と
も
見
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
異
質
性
に
目
を
向

け
て
読
ん
で
み
る
と
や
は
り
気
に
な
る
繰
り
返
し
表
現
で
あ
る
。

　

上
記
の
諸
点
に
つ
い
て
、
以
下
に
少
し
補
足
す
る
。

　

カ
・
キ
は
、「
親
は
す
て
て
去
に
け
れ
ば
、
と
か
く
お
さ
む
る
こ
と
は
、

た
ゞ
、
こ
の
兄
ぞ
、
し
け
る
。」
と
あ
る
の
で
、
続
く
家
の
使
用
人
に
つ
い
て

「
人
は
み
な
、
す
て
て
ゆ
き
に
け
れ
ば
、」
を
繰
り
返
し
記
載
せ
ず
と
も
、
こ
の

兄
が
「
お
さ
む
る
こ
と
」
は
全
て
執
り
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
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そ
れ
ゆ
え
、「
た
ゞ
、
こ
の
兄
（
せ
う
と
）」
の
繰
り
返
し
か
ら
み
て
も
、

「
親
は
す
て
て
去
に
け
れ
ば
、
と
か
く
お
さ
む
る
こ
と
は
、
た
ゞ
、
こ
の
兄せ
う
とぞ

、

し
け
る
。」
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
、「
人
は
み
な
、
す
て
て
ゆ
き
に
け
れ
ば
、

〜
」
部
分
を
改
め
て
別
に
書
い
て
み
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
あ
る
い
は
、
例
え

ば
「
親
も
人
も
み
な
す
て
て
去
に
け
れ
ば
、
た
ゞ
、
こ
の
兄
（
せ
う
と
）、
従

者
三
四
人
・
学
生
一
人
し
て
、
こ
の
女
を
死
に
け
る
屋
を
、
い
と
よ
く
は
ら
ひ

て
、」
等
を
意
図
し
た
推
敲
過
程
で
の
重
複
に
も
見
え
る
。

　

特
に
ク
の
「
七
日
毎
の
法
要
」
に
お
け
る
重
複
の
印
象
は
、
先
行
研
究
で
も

「
逆
戻
り
」
箇
所
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
最
初
に
指
摘
し
た

の
は
、
石
原
昭
平
（1977

）
で
あ
る
。

「
こ
の
一
節
【
引
用
者
注
：「
こ
の
男
、
涙
尽
き
せ
ず
泣
く
〜
」】
は
、
前

の
文
章
が
、
三
七
日
、
四
七
日
と
仏
事
の
日
を
重
ね
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、『
七
日
の
わ
ざ
し
け
り
』
と
逆
戻
る

【
マ
マ
】す

る
か
に
見
え
る
。
そ
れ
は
、

前
の
文
章
が
、
魂
の
現
わ
れ

0

0

0

0

0

て
篁
と
語
る
日
々

0

0

0

0

で
あ
り
、
こ
の
一
節
は
現0

実
の
仏
事

0

0

0

0

を
営
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
始マ

マ

め
て
篁
は
世
俗
の
仏
事
を
営
む
の
で
あ
る
。」（184

頁
、
傍
点
原

文
マ
マ
、
傍
線
引
用
者
）

　

そ
こ
で
は
「
仏
事
の
日
を
重
ね
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
中
略
）
逆
戻

る
す
る
か
に
見
え
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
平
野
由
紀
子
（1988

）
も
「
逆
戻

り
す
る
か
に
見
え
る
点
」
と
し
て
石
原
氏
の
指
摘
を
挙
げ
つ
つ
も
、
解
釈
に
つ

い
て
は
石
原
説
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

　

石
原
氏
は
、
そ
の
理
由
を
、「
葬
送
・
招
魂
」
場
面
は
「
篁
と
語
る
日
々
」

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
法
華
経
供
養
」
場
面
は
「
現
実
の
仏
事
」
を
表
す

と
す
る
。
原
文
に
合
わ
せ
て
ひ
と
ま
ず
解
釈
を
つ
な
ぐ
な
ら
ば
、
と
い
う
こ
と

で
も
あ
ろ
う
。

　

確
か
に
「
せ
う
と
」
と
「
男
」
の
交
錯
な
ど
、
上
記
し
た
こ
と
す
べ
て
を
違

和
感
が
あ
る
と
見
る
の
は
、
現
代
人
的
論
理
的
構
成
に
よ
る
味
方
に
過
ぎ
ず
、

こ
れ
ら
は
古
典
的
描
写
展
開
あ
る
い
は
未
整
理
ゆ
え
の
不
整
合
箇
所
、
と
い
う

こ
と
に
し
て
お
い
て
も
解
釈
可
能
な
よ
う
な
、
軽
微
な
違
和
感
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
敢
え
て
石
原
氏
の
あ
げ
た
解
釈
へ
の
疑
問
を
挙
げ
て
お
く
な
ら
ば
、

少
し
前
に
は
「
夜
な
〳
〵
来
て
語
ら
ひ
け
る
。」
と
あ
り
、
ほ
ぼ
夜
毎
に
現
れ

て
は
語
り
あ
う
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
三
七
日
の
二
十
一
日
の
供

養
、
四
七
日
の
二
十
八
日
の
供
養
の
日
（
の
み
）
に
「
篁
と
語
る
」
こ
と
を
敢

え
て
日
付
け
を
記
し
て
表
し
て
い
る
法
要
（
の
日
）
と
、「
法
華
経
供
養
」
場

面
の
「
現
実
の
仏
事
」
の
日
を
表
す
「
七
日
」
毎
の
法
要
と
は
「
別
で
あ
る
」、

と
い
う
の
は
や
や
無
理
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

む
し
ろ
、「
夜
な
〳
〵
」
夜
毎
に
現
れ
て
語
ら
っ
て
い
た
が
、「
三
七
日
」

「
四
七
日
」
の
法
事
が
重
ね
ら
れ
る
に
従
っ
て
（
供
養
の
佛
力
に
よ
っ
て
）
そ

の
姿
が
あ
の
世
の
世
界
へ
と
次
第
に
送
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
た

め
、「
い
と
あ
ざ
や
か
」
だ
っ
た
様
子
か
ら
「
と
き
〳
〵
見
え
」
る
程
度
へ
と
、

あ
た
か
も
頻
度
が
減
り
妹
の
影
が
次
第
に
薄
れ
て
い
く
こ
と
を
生
々
し
く
表
現

す
る
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
た
文
章
と
映
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
三
七
日
・
四
七
日

と
日
か
ず
を
示
す
部
分
も
、
や
は
り
「
現
実
の
仏
事
」
が
あ
っ
た
日
々
を
（
後

半
の
「
法
華
経
供
養
」
場
面
と
同
様
に
）
表
し
て
い
て
、
即
ち
「
七
日
の
わ
ざ
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し
け
り
」
は
や
は
り
「
逆
戻
り
」
し
た
か
の
よ
う
な
重
複
描
写
に
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
は
ケ
「
従
者
三
四
名
」
と
「
男
の
童
三
四
人
」
と
の
類
似
で
あ
る
。
た
か

だ
か
「
三
四
人
」
と
い
う
数
字
の
一
致
で
は
あ
る
が
、
数
的
発
想
の
一
致
と
し

て
注
意
さ
れ
る
。「
男
の
童
三
四
人
」
が
あ
る
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」
部
分
は
、

『
篁
』
の
初
期
構
想
段
階
よ
り
も
や
や
後
に
『
伊
勢
物
語
』
を
発
想
の
一
つ
と

し
て
創
作
さ
れ
た
、
と
解
釈
さ
れ
た
（
前
稿
・
安
部
（2018

））。
そ
の
よ
う
な

部
分
と
類
似
が
あ
る
「
せ
う
と
」
部
分
は
、
そ
の
前
後
部
分
よ
り
も
、
時
期
的

に
後
の
段
階
で
構
想
さ
れ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。

　

次
に
コ
に
つ
い
て
、『
篁
』
は
、
そ
の
典
拠
の
一
つ
と
し
て
定
説
と
な
っ
て

い
る
『
古
今
和
歌
集
』
哀
傷
歌
・
八
二
九
番
の
「
妹
の
身
ま
か
り
に
け
る
時
詠

み
け
る　

小
野
篁
朝
臣　

泣
く
涙
雨
と
降
ら
な
む
渡
り
川　

水
ま
さ
り
な
ば
帰

り
く
る
が
に
」
に
拠
る
物
語
で
あ
る
。
そ
の
た
め
上
記
引
用
部
分
前
後
か
ら
終

わ
り
に
か
け
て
は
、
特
に
「
泣
く
」「
涙
」
語
彙
が
多
い
こ
と
は
す
で
に
多
く

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
早
く
は
山
口
博
（1967

）、
最
近
の
も
の
で
は
中
村
祥
子

（2009

）
な
ど
）。
し
か
し
、「
せ
う
と
」
使
用
部
分
に
は
「
泣
く
」「
涙
」
等
の

表
現
は
全
く
な
い
。「
せ
う
と
」
段
落
の
直
後
に
は
（「
法
華
経
供
養
」
場
面
）、

「
こ
の
男
、
涙
つ
き
せ
ず
泣
く
。
そ
の
涙
を
硯
の
水
に
て
」「
悲
し
け
れ
ば
」
と

再
び
「
泣
く
・
涙
」
表
現
の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
（
詳
し
く
は
安
部

（2019.3

）
も
参
照
）。

　

こ
の
前
後
で
の
「
泣
く
」「
涙
」
の
連
続
を
、
具
体
的
に
次
に
示
し
て
お
く

こ
と
に
す
る
。

◆
「
泣
く
」「
涙
」
と
縁
語
が
連
続
す
る
第
Ⅰ
部
最
後
の
部
分

　
「
〜
と
て
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
を
言
ひ
て
泣
け
ど
【
篁
】、
答
へ
せ
ず
な
り

に
け
れ
ば
、「
死
ぬ
」
と
て
泣
き
騷
げ
ば
【
篁
】、
声
を
聞
き
て
、
と
き
あ

け
て
見
れ
ば
、
絶
へ
入
る
け
し
き
を
見
て
、
ま
ど
ゐ
出
て
、
ほ
か
の
家
に

去
に
け
り
。

　

親
出
で
て
の
ち
に
、
ゐ
で
、
率
て
入
り
て
、
見
れ
ば
、
死
に
て
臥
せ
り
。

泣
き
ま
ど
へ
ど
【
篁
】
か
ひ
な
し
。

　

そ
の
日
の
よ
う
さ
り
、
火
を
ほ
の
か
に
か
き
あ
げ
て
、
泣
き
臥
せ
り

【
篁
】。
あ
と
の
か
た
、
そ
ゝ
め
き
け
り
。
火
を
消
ち
て
見
れ
ば
、
そ
ひ
臥

す
心
ち
し
け
り
。
死
に
し
妹
の
聲
に
て
、
よ
ろ
ず
の
悲
し
き
こ
と
【
妹
】

を
言
ひ
て
、
泣
く
声
【
こ
れ
は
妹
】
も
言
ふ
と
も
、
た
ゞ
そ
れ
な
り
け
れ

ば
、
も
ろ
と
も
に
語
ら
ひ
て
、
泣
く
〳
〵
【
篁
】
さ
ぐ
れ
ば
、
手
に
も
さ

は
ら
ず
、
手
に
だ
に
あ
ら
ず
。
ふ
と
こ
ろ
に
か
き
入
れ
て
、
わ
が
身
の
な

ら
ん
や
う
も
し
ず
、
臥
さ
ま
ほ
し
き
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

【
篁
】
泣
き
流
す
涙【
篁
】
の
上
に
あ
り
し
に
も
さ
ら
ぬ
あ
は
【
泡
】

の
山
か
へ
る
【
下
句
は
「
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
に
泡
の
う
か
べ
る
」
他
が

推
定
さ
れ
て
い
る
（
遠
藤
（1964

大
系
本
）、
西
木
忠
一
（1979

）、

呉
羽
長
（1986

）
な
ど
参
照
）】

女
、
返
し
、

【
妹
】
常
に
寄
る
し
ば
し
ば
か
り
は
泡
な
れ
ば
つ
い
に
溶
け
な
ん
こ

と
ぞ
悲
し
き
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と
い
ふ
程
に
、
夜
の
あ
け
に
け
れ
ば
、
な
し
。

　

親
は
す
て
て
去
に
け
れ
ば
、
と
か
く
お
さ
む
る
こ
と
は
、
た
ゞ
、
こ
の
兄せ

う
とぞ

、

し
け
る
。

　

人
は
み
な
す
て
て
ゆ
き
に
け
れ
ば
、
た
ゞ
、
こ
の
兄
、
従
者
三
四
人
・
学
生
一

人
し
て
、
こ
の
女
を
死
に
け
る
屋
を
、
い
と
よ
く
は
ら
ひ
て
、
花
・
香
た
き
て
、

遠
き
所
に
、
火
を
と
も
し
て
ゐ
た
れ
ば
、
こ
の
魂
な
ん
、
夜
な
〳
〵
来
て
語
ら
ひ

け
る
。

　

三
七
日
は
、
い
と
あ
ざ
や
か
な
り
。

　

四
七
日
は
、
と
き
〴
〵
見
え
け
り
。

　

こ
の
男
、
涙
つ
き
せ
ず
泣
く
【
篁
】。
そ
の
涙
【
篁
の
】
を
硯
の
水
に

て
、
法
華
経
を
書
き
て
、
比
叡
の
三
昧
堂
に
て
、
七
日
の
わ
ざ
し
け
り
。

そ
の
人
【
妹
の
霊
】、
七
日
は
な
し
は
て
て
も
、
ほ
の
め
く
こ
と
絶
え
ざ

り
け
り
。
三
年
す
ぎ
て
は
、
夢
に
も
、
た
し
か
に
見
え
ざ
り
け
り
。

　

な
を
悲
し
か
り
け
れ
ば
、
初
め
の
ご
と
し
て
な
ん
、
ま
か
せ
た
り
け
る
。

妻
に
も
寄
ら
で
、
ひ
と
り
な
ん
、
あ
り
け
る
。

　

篁
の
「
泣
く
」「
涙
」
語
彙
の
ほ
か
、
妹
が
主
体
の
「
泣
く
」
2
例
、
さ
ら

に
縁
語
の
「
悲
し
」「
流
す
」「
水
」「
泡
」「
溶
け
る
」
を
も
考
慮
す
る
と
、
こ

の
場
面
が
「
泣
く
」「
涙
」
や
縁
語
の
「
水
」
語
彙
を
描
写
の
中
心
に
据
え
て

い
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
さ
に
「
妹
の
身
ま
か
り
に
け
る
時

詠
み
け
る
│
│
泣
く 

涙 

雨
と
降
ら
な
む
渡
り
川　

水
ま
さ
り
な
ば
帰
り
く
る

が
に
」
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
、
1
行
毎
に
1
語
程
の
頻
度
（
大
系
本
本
文
）

で
そ
れ
ら
の
語
彙
が
現
れ
て
い
る
〝「
泣
く
涙
」
尽
く
し
〞
の
場
面
な
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
一
方
で
、「
せ
う
と
」
が
使
わ
れ
て
い
る
描
写
部
分
の
間
に
は
、
あ

っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
水
や
涙
の
比
喩
さ
え
1
語
も
描
か
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の

数
行
だ
け
は
前
後
と
の
連
続
性
が
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

次
に
サ
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
せ
う
と
」
部
分
（
上
掲
の
2
文
字
下
げ
小
文

字
部
分
）
を
抜
い
た
前
後
の
話
が
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
単
独
で
判
断
の
根
拠

に
な
る
、
と
単
純
に
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
場
合
の
一
つ
の
観
点
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

あ
る
い
は
、「
せ
う
と
」
の
あ
る
中
間
部
分
を
削
除
し
て
し
ま
う
と
、
最
後

の
方
に
「
ほ
の
め
く
こ
と
絶
え
ざ
り
け
り
」
と
あ
る
、
魂
の
訪
問
の
部
分
が
唐

突
に
出
て
き
て
理
解
し
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
や
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
上
記
引
用
部
分
の
前
半
に
は
、
妹
の
魂
の
来
訪
の
こ
と
が
、

既
に
「
あ
と
の
か
た
、
そ
ゝ
め
き
け
り
。
火
を
消
ち
て
見
れ
ば
、
そ
ひ
臥
す
心

ち
し
け
り
。
〜
」
と
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
受
け
て
「
ほ
の
め
く
こ
と
」
が

続
い
て
い
る
と
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
そ
そ
め
く
」
と
後
で
の

「
ほ
の
め
く
」
と
は
「
め
く
型
動
詞
」
に
よ
る
類
義
表
現
が
あ
え
て
使
わ
れ
て

呼
応
し
て
い
る
か
ら
、「
そ
そ
め
く
」
の
場
面
と
の
連
続
性
は
、
十
分
理
解
可

能
で
あ
ろ
う
。（「
そ
の
人
」
と
い
う
表
現
も
、
現
実
に
生
き
て
い
る
人
間
で
は
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な
く
、
妹
の
魂
（
亡
霊
）
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
婉
曲
な
表
現
と
し
て
の

「
そ
の
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。）

　

以
上
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
せ
う
と
」
の
使
用
箇
所
は
、
そ
の
前

後
と
の
つ
な
が
り
に
関
し
て
や
や
問
題
と
な
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
次
節
で
は
、
他
の
2
個
所
の
連
続
使
用
部
分
を
検
討
し
て
み
る
。

6　

 「
せ
う
と
」
2
例
連
続
箇
所
の
共
通
性
│
│
漢
籍
と
の
関
係
│
│

6
─
1�
　
連
続
2
例
（
②
場
面
）
と
、『
蒙
求
』「
陸
続
懐
橘
」
お
よ
び
『
伊
勢

物
語
』
四
十
一
段

　

こ
こ
で
は
「
せ
う
と
」
が
連
続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
上
述
の
①
（
10
例
連

続
）
と
②
（
2
例
連
続
）
の
部
分
を
検
討
し
て
み
る
。
ま
ず
、「
せ
う
と
」
2

例
が
連
続
す
る
②
と
し
た
短
い
方
の
場
面
を
検
討
す
る
（
原
文
は
本
稿
末
尾
の

【
資
料
】
参
照
）。

　

こ
の
2
例
が
現
れ
て
い
る
部
分
は
、
橘
の
実
と
香
を
道
具
立
て
と
し
て
一
つ

の
場
面
を
構
成
し
て
い
る
。
懐
妊
し
た
た
め
か
（
あ
る
い
は
春
と
い
う
季
節
の

た
め
か
）、
妹
が
酸
味
の
あ
る
「
は
な
か
う
じ
【
花
柑
子
】・
橘
【
の
実
】」
を

好
ん
だ
の
で
、
篁
が
大
学
の
宴
で
供
さ
れ
た
「
橘
」
の
実
「
二
三
」
ば
か
り
を

「
懐
」
に
入
れ
て
「
持
ち
帰
っ
て
」
妹
に
与
え
る
部
分
（
前
半
＝
前
半
の
み
次

に
引
用
）
と
、
そ
れ
に
続
い
て
、
そ
の
橘
に
寄
せ
て
二
人
が
共
に
「
緑
の
衣
」

と
い
う
篁
の
身
分
を
象
徴
す
る
言
葉
を
詠
み
込
ん
で
、
歌
を
詠
み
交
わ
す
部
分

（
後
半
）
と
か
ら
な
る
（「
緑
の
衣
」
は
五
位
・
六
位
の
朝
衣
を
象
徴
す
る
が
、

兄
の
篁
を
表
す
）。

　
「
例れ

い

の
、
さ
は
り
せ
ず
」

　

な
ど
、
う
た
て
あ
る
け
し
き
を
見
て
、
人
〳
〵
言
ふ
。

　

こ
の
兄せ

う
と

も
、『
い
と
を
し
』
と
見
て
、
春
の
こ
と
に
や
あ
り
け
ん
、
も

の
も
食
は
で
、
は
な
か
う
じ
・
橘
を
な
む
、
ね
が
ひ
け
る
。
知
ら
ぬ
程
は
、

親
求
め
て
食
は
せ
、
兄
、
大
学
の
あ
る
じ
す
る
に
、『
み
な
取
ら
ま
ほ
し
』

と
思
ひ
け
れ
ど
、
二
三
ば
か
り
、
た
ゝ
み
紙
に
入
れ
て
、
取
ら
す
。（
中

略
）
返
事
に
、『
御
ふ
と
こ
ろ
に
あ
り
け
れ
ば
な
ん
、（
歌
、
下
略
）』

　

こ
の
箇
所
は
、
仁
平
道
明
（1995.12

）
よ
っ
て
、
中
国
の
『
蒙
求
』
の

「
陸
続
懐
橘
」（
ま
た
は
、
そ
の
元
と
な
っ
て
い
る
『
三
国
志
』
巻
五
十
七
・
虞

陸
張
駱
陸
吾
朱
伝
第
十
二
の
「
陸
続
」）
の
話
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
安
部
（2018.5

）
で
紹
介
し
、
両
話
に
共
通
す
る
内
容
を

改
め
て
次
の
よ
う
に
確
認
し
た
。

〝「
女
性
（『
篁
』
で
は
妹
／
『
三
国
志
』
に
よ
れ
ば
母
、
以
下
同
様
に
示

す
）
に
供
す
る
た
め
に
」、
男
（
篁
／
陸
続
）
が
、
何
か
の
「
公
的
行
事

に
て
（
大
学
の
行
事
／
饗
応
）」
供
さ
れ
た
「
橘
の
実
（
両
話
共
通
）」
を

「
三
つ
（
二
三
個
／
三
枝
）」、「
懐
に
し
て
持
ち
帰
る
（
両
話
共
通
）」〞

　

つ
ま
り
、「
女
性
の
た
め
」「
行
事
で
供
さ
れ
た
」「
橘
の
実
」「
三
つ
」
を

「
懐
へ
入
れ
て
」「
持
ち
帰
る
」
と
い
う
設
定
上
の
典
拠
が
あ
る
箇
所
と
い
う
こ
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と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
二
人
の
歌
に
使
わ
れ
た
「
緑
の
衣
」
と
い
う
表
現
は
、『
伊
勢
物
語
』

四
十
一
段
で
身
分
の
低
い
方
の
男
を
象
徴
し
て
い
た
「
緑ろ
く
そ
う衫
の
上
の
衣き
ぬ

」（
六

位
の
身
分
を
表
す
）
を
典
拠
と
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
、
低
位
の
男
を
表
す

共
通
の
言
わ
ば
道
具
立
て
で
あ
っ
た
（
安
部
（2018.3

））。
つ
ま
り
、
こ
の
②

の
「
せ
う
と
」
2
例
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
面
は
、『
篁
』
の
中
で
も
明
瞭
な

典
拠
が
指
摘
で
き
る
箇
所
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

6
─
2
　
連
続
10
例
（
①
場
面
）
と
『
伊
勢
物
語
』
四
十
一
段

　

次
に
「
せ
う
と
」
10
例
が
連
続
す
る
①
と
し
た
部
分
を
検
討
す
る
。
そ
れ
は
、

「
兵
衛
佐
」
が
恋
敵
と
し
て
登
場
す
る
、
言
わ
ば
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」
の
部

分
の
9
例
と
、
そ
の
直
後
に
別
の
場
面
に
展
開
し
た
冒
頭
部
の
1
例
で
あ
り
、

連
続
し
て
い
る
10
例
の
部
分
で
あ
る
。

　
　
　

①
ａ　

兵
衛
佐
の
登
場
す
る
場
面
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」（
9
例
）

　
　
　

①
ｂ　

  

①
ａ
の
直
後
の
別
場
面
の
冒
頭
部
（
1
例
、
そ
の
後
は
再
び

「
男
」
に
戻
る
）

　

ま
ず
①
ａ
を
検
討
す
る
。
こ
の
「
兵
衛
佐
」
が
登
場
す
る
部
分
は
、
以
前
か

ら
も
そ
の
独
立
性
が
高
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
部
分
を
削
除

し
て
も
、
後
の
展
開
に
何
ら
影
響
も
な
く
関
連
性
も
残
ら
ず
、
前
後
の
部
分
は

大
き
な
齟
齬
も
な
く
話
が
つ
な
が
っ
て
い
く
（
安
部
（2018.5

））。

　

ま
た
、
①
ａ
で
は
兵
衛
佐
が
「
男
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
に
、
そ

の
直
前
ま
で
「
男
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
主
人
公
・
篁
が
、
必
然
的
に
別
の
呼
称

が
必
要
と
な
り
、
親
族
名
称
の
「
せ
う
と
」
に
代
え
ら
れ
た
と
解
釈
可
能
な
部

分
で
あ
る
（
こ
の
点
も
既
に
複
数
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
略
す
）。

　

一
方
、「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」
に
お
け
る
「
身
分
の
異
な
る
二
人
の
男
」
と

い
う
設
定
は
、『
伊
勢
』
四
十
一
段
の
設
定
と
類
似
し
て
い
た
（
安
部

（2018.3

））。『
篁
』
で
は
、
主
人
公
・
小
野
篁
が
大
学
の
学
生
の
身
（
多
く
は

六
位
前
後
）
で
あ
り
、
そ
の
恋
敵
と
し
て
登
場
す
る
兵
衛
佐
の
方
は
「
時
の
大

納
言
の
子
」
と
い
う
身
分
で
あ
る
。『
伊
勢
』
四
十
一
段
で
は
、
二
人
の
男
は

恋
敵
で
は
な
い
も
の
の
、
一
人
は
「
あ
て
（
貴
）
な
る
男
」、
も
う
一
方
は

「
い
や
し
き
男
の
ま
づ
し
き
」
男
で
緑
の
衣
（
六
位
の
朝
衣
）
を
着
る
と
い
う
、

『
篁
』
と
同
じ
設
定
で
あ
っ
た
（
男
二
人
の
恋
人
が
「
女
は
ら
か
ら
」
同
士
と

い
う
設
定
）。
安
部
（2018.3

）
で
は
①
ａ
に
つ
い
て
、『
伊
勢
』
四
十
一
段
に

お
け
る
「
貴
な
る
男
」
と
六
位
の
「
賤
し
き
男
の
貧
し
き
」
の
設
定
の
影
響
を

受
け
た
も
の
と
推
定
し
た
。

　

①
ａ
で
の
「
せ
う
と
」
使
用
は
、
兵
衛
佐
が
「
男
」
と
呼
ば
れ
る
た
め
と
い

う
理
由
が
見
出
せ
る
。
一
方
、
②
に
つ
い
て
も
、『
伊
勢
』
四
十
一
段
と
の
関

連
性
が
見
出
せ
る
こ
と
は
注
意
し
た
い
。
共
通
す
る
典
拠
を
持
つ
部
分
で
あ
る

ゆ
え
に
、
呼
称
に
も
創
作
段
階
の
共
通
性
が
投
影
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
が

疑
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

 

①
ａ　
9
例　

  『
伊
勢
物
語
』
四
十
一
段
（
身
分
の
異
な
る
二
人
の
男
の

対
比
構
図
の
共
通
性
）

　
　

 

②　
　
2
例　

  『
伊
勢
物
語
』
四
十
一
段
（
身
分
の
低
い
男
の
「
緑
の
衣
」

と
い
う
朝
衣
の
共
通
性
）
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残
る
①
ｂ
は
、
①
ａ
の
「
兵
衛
佐
」
の
話
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
、
再
び
女

に
漢
籍
を
教
え
よ
う
と
す
る
別
の
場
面
に
な
る
（「
れ
い
の
書
読
み
に
、『
内
侍

に
な
さ
ん
』
の
心
あ
り
て
、
親
は
書
教
ふ
る
な
り
け
り
。」）。
そ
の
た
め
、
①

ａ
の
直
後
で
あ
り
、
冒
頭
ゆ
え
に
、
①
ａ
と
同
じ
「
せ
う
と
」
が
主
人
公
で
あ

る
こ
と
を
示
す
た
め
、
一
度
だ
け
「
せ
う
と
」
が
使
用
さ
れ
て
か
ら
、
再
び

「
男
」
に
戻
っ
て
い
く
の
だ
と
言
え
な
く
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
①

ｂ
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
優
先
さ
せ
て
、
①
ａ
の
部
分
の
み
の
問
題
に
絞
っ
て

お
く
こ
と
に
す
る
。（
な
お
、
①
ｂ
の
「
せ
う
と
」
が
、
①
ａ
の
範
囲
を
超
え

て
次
の
場
面
に
食
い
込
ん
で
現
れ
た
理
由
は
、
別
の
観
点
か
ら
見
て
、
①
ａ
と

の
統
合
段
階
に
お
け
る
追
記
挿
入
の
可
能
性
と
し
て
も
解
釈
可
能
で
あ
る
が

（
安
部
（2018.3

）
参
照
）、
こ
こ
で
は
略
す
。）

　

と
こ
ろ
で
、
①
ａ
に
は
兵
衛
佐
の
登
場
と
い
う
「
せ
う
と
」
使
用
の
明
ら
か

な
理
由
も
見
出
せ
た
が
、
一
方
で
、
①
ａ
と
②
と
に
は
『
伊
勢
』
と
い
う
共
通

す
る
典
拠
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
共
通
点
か
ら
、
先
の
③
を
見
る
時
、

③
に
も
『
伊
勢
』
と
の
共
通
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
次
節
で
そ
れ

を
検
討
し
て
み
た
い
。

6
─
3
　
連
続
2
例
（
③
場
面
）
と
漢
籍
類
の
招
魂
儀
礼
描
写

　
『
伊
勢
』
と
の
関
連
性
か
ら
改
め
て
③
の
場
面
を
検
討
し
て
み
た
い
。
死
ん

だ
妹
を
「
お
さ
む
る
こ
と
（
葬
送
）」
お
よ
び
そ
の
妹
の
「
魂
の
来
訪
」
場
面

で
あ
る
③
は
、
安
部
（2018.3

）
で
検
討
し
た
よ
う
に
、『
伊
勢
』
三
十
九
段

の
、
皇
女
（
崇
子
）
の
「
御お
ほ
ん

葬
（
葬
送
の
儀
）」
と
そ
の
「（
魂
の
）
不
死
」

（
歌
「
消
ゆ
る
も
の
と
は
我
れ
は
知
ら
ず
な
」）
と
い
う
内
容
と
密
接
に
関
係
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
を
改
め
て
示
す
た
め
に
、
三
十
九
段
を
少

し
説
明
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
『
伊
勢
』
三
十
九
段
は
、
源
順
（『
篁
物
語
』
の
原
作
者
と
解
釈
さ
れ
た
）
の

祖
父
で
あ
る
源
至
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
歌
説
話
で
あ
る
。

「
昔
、
西
院
の
帝
（
淳
和
天
皇
）
の
第
三
皇
女
・
崇
子
（
た
か
い
こ
）
の

御
葬
送
の
夜
に
、
そ
の
御
殿
の
隣
に
住
ん
で
い
た
男
が
、
葬
送
を
見
よ
う

と
思
っ
て
、
女
車
に
女
と
相
乗
り
し
て
出
か
け
た
。
源
至
も
御
葬
送
を
拝

み
に
来
た
と
こ
ろ
、
そ
の
女
車
に
懸
想
を
し
、
顔
を
見
よ
う
と
し
て
蛍
を

入
れ
た
。
女
の
顔
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
相
乗
り
し
て
い
た
そ
の
男

は
蛍
の
火
を
消
そ
う
と
し
な
が
ら
（「
灯
し
消
ち
な
む
ず
る
と
て
」）
歌
を

詠
ん
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
至
は
、「
灯
火
が
消
え
て
も
皇
女
様
の
魂
が
人

（
々
）
の
心
か
ら
消
え
去
っ
た
も
の
と
も
、
私
は
思
い
ま
せ
ん
。」
と
い
う

歌
で
皇
女
へ
の
気
持
ち
を
詠
ん
で
か
わ
し
た
。
天
下
の
色
好
み
の
歌
に
し

て
は
「
な
ほ
ぞ
」（
平
凡
だ
、
一
説
に
は
、
や
は
り
名
に
負
う
だ
け
の
歌

だ
）
と
い
う
出
来
で
あ
っ
た
。
至
は
（
源
）
順
の
祖
父
で
あ
る
。」

　
『
篁
』
と
『
伊
勢
』
の
三
十
九
段
と
は
、
至
の
歌
も
含
め
、
特
に
同
語
や
類

似
表
現
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
次
の
源
至
の
和
歌
の
下
の
句

は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

「
い
と
あ
は
れ
泣
く
ぞ
聞
ゆ
る
灯と

も

し
消
ち　

消
ゆ
る
物
と
は
我
は
知
ら
ず

な
」
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皇
女
「
た
か
い
子
」
の
「
お
ほ
ん
葬
の
夜
」
に
、
そ
の
御
霊
は
「
消
え
去
っ

て
い
く
も
の
と
は
、
自
分
は
思
わ
な
い
」
と
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
亡
く
な

っ
た
女
性
の
魂
の
存
在
を
信
じ
る
そ
の
思
想
は
、『
篁
』
の
妹
の
亡
霊
譚
の
思

想
と
も
共
通
す
る
。

　
『
篁
』
は
、
三
十
九
段
だ
け
で
な
く
、
連
続
し
て
い
る
四
十
段
、
四
十
一
段

と
関
連
性
が
あ
り
、
そ
し
て
三
十
九
段
の
場
合
に
は
何
よ
り
も
、
原
作
者
と
推

定
さ
れ
た
源
順
の
祖
父
「
至
」
の
名
が
あ
る
章
段
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
三
十
九
段
か
ら
、〝
お
ほ
ん
葬
〞（
葬
送

の
儀
）
や
〝
思
い
続
け
る
限
り
は
消
え
な
い
霊
〞（
妹
の
魂
）
等
の
何
ら
か
の

イ
メ
ー
ジ
を
受
け
継
い
で
い
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
典
拠
作
品
と
の
関
係
で
も
③
に
は
特
色
が
あ
る
。
③
の
「
こ
の
女
を
死

に
け
る
屋
を
、
い
と
よ
く
は
ら
ひ
て
、
花
・
香
た
き
て
、
遠
き
所
に
、
火
を
と

も
し
て
ゐ
た
れ
ば
、
こ
の
魂
な
ん
、」
に
お
け
る
「
屋
を
祓
い
清
め
る
」
行
為
、

「
花
・
香
を
焚
く
」
行
為
、
や
や
離
れ
た
場
所
に
「
火
を
灯
す
」
行
為
は
「
招

魂
」
の
儀
礼
行
為
を
表
し
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
典
拠
資
料
あ
る
い
は
当
時
の

儀
礼
的
所
作
が
投
影
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
解
釈
が
、
従
来
か
ら
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
よ
り
多
く
の
具
体
的
資
料
を
挙
げ
て
い
る
中
村
祥
子

（2006

）
の
解
釈
を
紹
介
す
る
。

　

中
村
（2006

）
は
、『
白
氏
文
集
』「
李
夫
人
」（
招
魂
の
方
策
と
し
て
香
を

焚
く
例
）、『
捜
神
記
』
巻
二
「
李
少
翁
」（
火
を
灯
し
て
の
招
魂
）、『
韋
氏
子
』

（
息
子
の
招
魂
に
あ
た
り
香
を
焚
き
燭
を
燃
す
）
を
挙
げ
て
、「
以
上
の
例
を
見

る
と
、
部
屋
を
清
め
、
火
を
灯
し
、
花
香
を
焚
く
と
い
う
描
写
は
、
招
魂
儀
礼

と
し
て
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、
表
現
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。」（
傍
線
引
用
者
）
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
の
描
写
│
│
「
こ
の
女
を
死
に
け
る
屋
を
、
い
と
よ
く
は
ら
ひ
て
、

花
・
香
た
き
て
、
遠
き
所
に
、
火
を
と
も
し
て
ゐ
た
れ
ば
、
こ
の
魂
な
ん
、
夜

な
〳
〵
来
て
語
ら
ひ
け
る
。」
│
│
は
具
体
的
で
あ
る
だ
け
に
、
何
ら
か
の
典

拠
を
投
影
し
て
い
る
可
能
性
も
高
い
。
中
村
氏
の
指
摘
は
必
ず
し
も
直
接
的
依

拠
関
係
を
言
う
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
③
場
面
も
、
②
に
お
い
て
仁
平
氏
が

『
蒙
求
』
を
指
摘
し
た
と
同
様
に
、
中
村
氏
の
挙
げ
た
作
品
な
い
し
他
の
作
品

と
直
接
の
典
拠
関
係
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
せ
う
と
」

の
②
・
③
場
面
は
具
体
的
創
作
材
料
が
あ
る
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

以
上
、「
せ
う
と
」
が
使
用
さ
れ
る
部
分
に
は
一
定
の
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ

は
、
典
拠
作
品
の
一
つ
で
あ
る
『
伊
勢
物
語
』
と
の
関
連
が
あ
る
箇
所
に
限
定

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
②
・
③
場
面
に
は
、
漢
籍
に
典
拠
が
あ
る
か
、
あ
る
い

は
、
何
ら
か
の
創
作
材
料
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
箇
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

7　

 

む
す
び
と
し
て
│
│
②
の
「
男
」
呼
称
部
分
に
お
け
る
「
法
華

経
を
書
き
て
」

7
─
1
　「
せ
う
と
」
偏
在
の
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、『
篁
物
語
』
に
お
け
る
主
人
公
・
篁
の
呼
称
が
、
特
に
「
せ
う

と
」
と
「
男
」
と
の
間
で
揺
れ
て
い
る
現
象
に
着
目
し
、
特
に
「
せ
う
と
」
が

使
用
さ
れ
て
い
る
場
面
の
特
徴
を
分
析
し
て
み
た
。「
せ
う
と
」
が
連
続
す
る
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3
箇
所
に
は
、『
伊
勢
』
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
と

い
う
解
釈
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、『
伊
勢
』
と
の
類
似
点
を
ど
の
よ
う
に
、

ど
の
程
度
に
見
る
か
と
い
う
こ
と
と
も
関
わ
る
の
で
、
②
の
場
面
は
と
も
か
く
、

特
に
③
の
場
面
な
ど
は
必
ず
し
も
明
確
な
共
通
点
と
言
え
る
ほ
ど
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
は
措
く
と
し
て
、
強
調
し
て
お
き
た
か
っ
た
点
は
、

「
せ
う
と
」
3
箇
所
の
特
異
な
偏
り
と
、
③
の
場
面
に
お
け
る
種
々
の
表
現
・

語
句
の
重
複
・
繰
り
返
し
と
い
う
不
審
箇
所
の
問
題
で
あ
る
（「
逆
戻
り
」
と

も
解
釈
さ
れ
て
い
た
）。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
②
・
③
に
お
け
る
漢
籍
と

の
関
連
性
で
あ
る
。

　

①
②
③
の
3
箇
所
の
共
通
性
を
、
上
述
の
よ
う
に
探
っ
て
み
る
と
、『
伊
勢
』

と
の
こ
と
と
は
別
に
も
う
1
点
、
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
最
後

に
そ
の
こ
と
を
7
│
2
で
述
べ
て
み
る
が
、
そ
の
前
に
6
節
ま
で
の
考
察
を
ひ

と
ま
ず
次
に
ま
と
め
て
お
く
。

　

①
ａ
の
部
分
9
例
は
、
兵
衛
佐
が
「
男
」
と
呼
ば
れ
る
た
め
、
そ
の
直
前
ま

で
「
男
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
主
人
公
・
篁
が
「
せ
う
と
」
と
呼
び
方
を
変
え
ら

れ
て
し
ま
う
段
落
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
兵
衛
佐
」（
時
の
大
納
言
の
子
）
の
場

面
に
お
け
る
身
分
の
高
い
男
と
身
分
の
低
い
主
人
公
（
篁
）
と
い
う
設
定
は
、

『
伊
勢
』
四
十
一
段
に
お
け
る
「
貴
（
あ
て
）
な
る
男
」
と
「
賤
し
き
男
の
貧

し
き
」
の
設
定
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
②
の
2
例
が
使
わ
れ
て
い
た
場
面
は
、「
春
の
橘
」
場
面
で
の
「
緑

の
衣
」
は
、
同
じ
く
『
伊
勢
』
四
十
一
段
に
お
け
る
「
緑
衫
の
上
の
衣
」（
六

位
の
朝
衣
を
象
徴
）
の
設
定
を
踏
襲
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
部
分
に

は
漢
籍
の
典
拠
が
あ
る
こ
と
も
仁
平
（1995.12

）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
③
の
2
例
の
場
面
は
、「
葬
送
」
場
面
、
ま
た
、「
消
え
な
い
魂
」
と

い
う
設
定
の
上
で
、『
伊
勢
』
三
十
九
段
と
の
近
似
性
が
指
摘
で
き
、
か
つ
、

漢
籍
に
お
け
る
招
魂
の
儀
礼
表
現
と
の
類
似
は
中
村
祥
子
（2006

）
に
よ
っ
て

示
さ
れ
て
い
た
。

　

①
②
③
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、『
伊
勢
』
と
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
共
通
性
か
ら
、「
せ
う
と
」
呼
称
の
部
分

は
、『
伊
勢
物
語
』
や
中
国
漢
籍
な
ど
の
他
の
作
品
を
典
拠
の
一
つ
と
し
て
創

作
（
な
い
し
着
想
）
さ
れ
た
段
階
の
痕
跡
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
「
せ
う
と
」
不0

使
用
の
他
の
部
分
と
は
別
の
段
階
に
構
想
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
、
と
解
釈
し

た
。
こ
れ
ら
①
②
③
の
部
分
は
、
安
部
（2018.5

）
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
取

り
除
い
て
も
本
文
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
行
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
い
部
分
で

も
あ
っ
た
。

　

ま
た
①
ａ
で
の
「
せ
う
と
」
使
用
は
兵
衛
佐
が
「
男
」
と
呼
ば
れ
た
ゆ
え
の

必
然
的
結
果
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
そ
の
①
ａ
と
②
と
が
共
に
『
伊
勢
』
四
十

一
段
と
の
共
通
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
①
ａ
（
ｂ
も
）
と
②
と
が

構
想
さ
れ
た
時
期
は
ほ
ぼ
同
時
期
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の

点
か
ら
考
え
て
、
③
の
部
分
の
構
想
も
そ
れ
ら
に
近
い
時
期
に
な
さ
れ
て
一
緒

に
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、「
男
」
部
分
と
「
せ
う
と
」
部
分
と
を
統
合
し
て

現
『
篁
物
語
』
に
成
す
段
階
で
、
な
ぜ
呼
称
を
統
一
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
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人文 17号（2018）

た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
こ
と
に
な
る
（
注
1
）。

7
─
2
　「
法
華
経
を
書
き
て
」
と
「『
書ふ

み
』（
漢
才
）」
と
い
う
テ
ー
マ

　

①
②
③
の
3
箇
所
の
共
通
性
を
、
上
述
の
よ
う
に
探
っ
て
み
る
と
、「
せ
う

と
」
の
場
面
に
は
、
も
う
1
つ
の
共
通
性
が
見
出
せ
る
。
そ
れ
は
、
安
部

（2018.5

）
に
お
い
て
指
摘
し
た
「
漢
学
、
漢
文
、
漢
籍
」、
即
ち
「
漢
才
」
に

関
わ
る
語
彙
が
一
語
も
現
れ
て
い
な
い

0

0

0

場
面
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

安
部
（2018.5

）
に
お
い
て
『
篁
物
語
』
の
話
の
内
容
を
次
の
よ
う
な
5
つ

テ
ー
マ
に
大
き
く
分
類
し
て
把
握
し
、
そ
の
う
ち
、
Ａ
「『
書ふ
み

』（
漢
学
・
漢
文

の
学
）
教
養
譚
」（
複
数
の
場
面
に
断
続
的
に
分
散
）
と
呼
ん
で
ま
と
め
た
場

面
に
共
通
す
る
の
は
、「
書ふ

み

（
漢
学
・
漢
文
・
漢
籍
）
に
よ
る
学
問
・
教
養
」

（
漢
才
）
を
示
唆
す
る
語
彙
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（「
書ふ
み

」
は
大
系
本
で
の

表
記
を
借
用
し
た
も
の
）。

　
　
　

Ａ
「『
書ふ

み

』（
漢
学
・
漢
文
の
学
）
教
養
譚
」（
第
Ⅰ
部
お
よ
び
第
Ⅱ
部
）

　
　
　

Ｂ
「
妹
亡
霊
譚
」（
第
Ⅰ
部
と
、
第
Ⅱ
部
の
続
編
部
）

　
　
　

Ｃ
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」

　
　
　

＋
ｄ
「
師
走
の
月
夜
」
章
段
（
短
か
い
小
段
落
）

　
　
　

＋
ｅ
「
春
の
橘
」
章
段
（
短
か
い
小
段
落
）

　

そ
の
Ａ
の
「
書ふ

み

（
漢
学
・
漢
文
・
漢
籍
）
に
よ
る
学
問
・
教
養
」
を
象
徴
す

る
の
は
、
本
文
中
の
次
の
よ
う
な
語
彙
・
表
現
で
あ
っ
た
（
安
部
（2018.5

）

よ
り
。
な
お
、
カ
ッ
コ
付
番
号
は
場
面
毎
の
区
分
を
示
す
）。

　
　

第
Ⅰ
部　

⑴
「 

才
の
か
ぎ
り
し
つ
く
し
て
」「
書
読
ま
せ
ん
」「
読
ま
せ
け

る
」「
角
筆
し
て
」（「
才
」
は
漢
学
の
学
才
で
あ
る
）

　
　
　
　
　
　

⑵
「 

書
読
ま
せ
ざ
り
け
れ
ば
」「
書
か
き
集
め
て
」「
角
筆
し

て
」「
物
＊
の
書
は
」「
読
み
聞
き
て
よ
ろ
づ
の
書
は
」

│
│
【
＊
原
文
「
初
の
書
」
と
あ
る
の
を
改
め
た
】

　
　
　
　
　
　

⑶
「
例
の
書
読
み
に
、」「
親
は
書
を
教
ふ
る
な
り
け
り
。」

　
　
　
　
　
　

⑷
（ 

末
尾
）「
書
読
む
心
ち
も
な
し
。」（
第
Ⅰ
部
は
こ
こ
で

「
書
」
章
段
群
が
途
切
れ
る
）

　
　

第
Ⅱ
部　

⑴
「 

文
お
も
し
ろ
く
作
り
て
」「
文
の
帙
取
り
て
」「
文
巻
を
奉

れ
ば
」

　
　
　
　
　
　

⑵
「
才
学
は
さ
う
に
も
言
わ
ず
」「
才
」「
文
作
る
人
は
」

　

こ
れ
ら
の
語
彙
は
、
Ｂ
「
妹
亡
霊
譚
」、
Ｃ
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」、
ｄ
「
師

走
の
月
夜
」
章
段
、
ｅ
「
春
の
橘
」
章
段
に
は
、
一
切
、
一
度
も
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
、
と
い
う
特
徴
を
示
す
。

　

改
め
て
、「
せ
う
と
」
使
用
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
も
、「
せ
う
と
」
部
分
に

は
こ
れ
ら
の
語
彙
が
一
度
も
現
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
そ
の
こ
と
は
、

安
部
（2018.5

）
に
て
、
上
記
Ａ
の
テ
ー
マ
の
部
分
と
、
Ｂ
Ｃ
＋
ｄ
ｅ
の
テ
ー

マ
の
部
分
と
の
異
質
性
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
た
が
、
呼
称
と
い
う
視
点
の
側

か
ら
改
め
て
見
て
み
る
と
、「
せ
う
と
」
部
分
は
少
な
く
と
も
こ
の
Ａ
「『
書ふ

み

』

（
漢
学
・
漢
文
の
学
）
教
養
譚
」
部
分
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ

る
。
こ
れ
も
「
せ
う
と
」
部
分
の
も
う
1
つ
の
共
通
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
「
せ
う
と
」
部
分
は
、
Ａ
部
分
と
は
創
作
段

階
（
あ
る
い
は
構
想
段
階
）
を
異
に
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
安
部
（2018.5

）
で
は
、
Ａ
「『
書ふ
み

』（
漢
学
・
漢
文
の
学
）
教

養
譚
」
は
、
右
に
第
Ⅰ
部
⑷
と
し
て
あ
げ
た
妹
の
懐
妊
場
面
（「
春
の
橘
」
段

落
の
直
前
）
の
末
尾
に
あ
る
「
書
読
む
心
ち
も
な
し
。」
で
、「
第
Ⅰ
部
は
こ
こ

で
「
書
」
章
段
群
が
途
切
れ
る
」
と
解
釈
し
た
。
し
か
し
、「
せ
う
と
」
呼
称

の
Ｃ
場
面
の
直
後
、
第
Ⅰ
部
は
再
び
「
男
」
に
戻
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
。
本
稿

で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
そ
の
「
男
」
に
戻
っ
た
末
尾
部
分
は
「
せ
う

と
」
場
面
と
は
質
的
に
別
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
「
書
（
漢

才
）」
を
象
徴
す
る
語
彙
が
あ
っ
て
よ
い
（
あ
る
べ
き
で
あ
る
）
こ
と
に
今
回

気
付
か
さ
れ
た
。
い
ま
改
め
て
見
て
み
る
と
、「
こ
の
男
、
涙
つ
き
せ
ず
泣
く
。

そ
の
涙
を
硯
の
水
に
て
、
法
花
経
を
書
き
て
」
と
あ
っ
て
、「
経
典
が
書
け
る
」

こ
と
そ
の
も
の
が
「『
書ふ

み

』（
漢
学
・
漢
文
の
学
）
に
よ
る
教
養
」
が
あ
る
こ
と

の
証
し
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
こ
が
「
こ
の
せ
う
と
、
法
華
経
を
書
き

て
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
重
視
し
た
い
。

　

こ
こ
に
、
法
華
経
を
書
写
す
る
末
尾
部
分
で
「
男
」
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
の
意
味
を
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
、
前
稿
（
安
部2018.5
）
を
次
の
よ

う
に
修
正
し
て
お
き
た
い
と
思
う
（
こ
の
「
漢
才
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
Ⅰ

部
・
第
Ⅱ
部
と
も
一
貫
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
、
カ
ッ
コ
付
番
号
も
今

回
通
し
番
号
と
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
）。
こ
こ
に
も
、「
せ
う
と
」
呼
称
部
分

と
「
男
」
呼
称
部
分
と
の
相
違
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

第
Ⅰ
部　

⑴
「 

才
の
か
ぎ
り
し
つ
く
し
て
」「
書
読
ま
せ
ん
」「
読
ま
せ
け

る
」「
角
筆
し
て
」（「
才
」
は
漢
学
の
学
才
で
あ
る
）

　
　
　
　
　
　

⑵
「 

書
読
ま
せ
ざ
り
け
れ
ば
」「
書
か
き
集
め
て
」「
角
筆
し

て
」「
物
＊
の
書
は
」「
読
み
聞
き
て
よ
ろ
づ
の
書
は
」

│
│
【
＊
原
文
「
初
の
書
」
と
あ
る
の
を
改
め
た
】

　
　
　
　
　
　

⑶
「
例
の
書
読
み
に
、」「
親
は
書
を
教
ふ
る
な
り
け
り
。」

　
　
　
　
　
　

⑷
「
書
読
む
心
ち
も
な
し
。」

　
　
　

追
加
　
⑸
「
法
華
経
を
書
き
て
」

　
　

第
Ⅱ
部　

⑹
「 

文
お
も
し
ろ
く
作
り
て
」「
文
の
帙
取
り
て
」「
文
巻
を
奉

れ
ば
」

　
　
　
　
　
　

⑺
「
才
学
は
さ
う
に
も
言
わ
ず
」「
才
」「
文
作
る
人
は
」

　

以
上
、『
篁
物
語
』
に
お
け
る
呼
称
「
せ
う
と
」
の
使
用
場
面
か
ら
、
そ
の

段
落
構
成
と
形
成
過
程
と
を
考
え
て
み
た
。『
篁
物
語
』
の
語
彙
・
表
現
を
、

一
連
の
拙
稿
の
よ
う
に
半
ば
記
号
的
に
分
析
し
て
い
く
と
、
一
定
の
論
理
的
規

則
的
使
い
分
け
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
構
造
が
現
れ
て
く
る
。
あ

る
意
味
、
き
わ
め
て
単
純
明
快
な
構
成
を
見
せ
て
く
れ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し

て
そ
の
点
か
ら
言
う
と
、
こ
の
よ
う
な
分
析
を
し
な
が
ら
感
じ
る
『
篁
物
語
』

の
作
者
像
は
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
漢
文
学
的
世
界
に
属
す
る
男

性
知
識
層
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
文
学
者
の
面
よ
り
も
、
む
し

ろ
、
本
稿
執
筆
者
の
領
域
に
も
近
い
、
よ
り
国
語
学
・
言
語
学
の
感
性
が
ま
さ

っ
た
人
物
な
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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【
注
】

1　

①
ａ
の
部
分
は
兵
衛
佐
と
の
関
係
上
、
篁
の
呼
称
は
「
せ
う
と
」
で
問
題
な
い

こ
と
、
お
よ
び
、
③
の
部
分
が
や
や
未
整
理
で
あ
る
こ
と
と
を
考
え
併
せ
る
と
、

①
ａ
ｂ
②
③
を
他
の
先
行
部
分
と
統
合
し
た
後
に
、
②
③
で
の
「
せ
う
と
」
を

「
男
」
に
直
さ
な
い
ま
ま
に
残
っ
た
（
直
さ
な
い
ま
ま
で
残
る
に
至
っ
た
事
情

が
生
じ
た
）、
と
い
う
解
釈
を
、
い
ま
は
と
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

【
資
料
】『
篁
物
語
』
の
「
せ
う
と
」
の
あ
る
場
面
（
岩
波
書
店
・
日
本
古
典
文

学
大
系
に
よ
る
。
一
部
、
便
宜
の
た
め
表
記
を
漢
字
な
ど
に
改
め
た
。「
兄
」

は
「
せ
う
と
」
を
表
す
。）

◆ 

①
ａ　
「
兵
衛
佐
横
恋
慕
譚
」（
仮
称
）（
前
半
「
如
月
初
午
の
稲
荷
詣
」
＋

後
半
「
兵
衛
佐
懸
想
文
」）
計
9
例
│
│
『
伊
勢
物
語
』
四
十
一
段

　

さ
て
、
こ
の
女
、
願
あ
り
て
、
如
月
の
初
午
に
、
稲
荷
に
詣
り
け
り
。

　

供
に
、
人
多
く
も
あ
ら
で
、
お
と
な
二
人
・
童
二
人
ぞ
、
あ
り
け
る
。
お
と

な
は
い
ろ
〳
〵
の
袿
、
二
人
は
同
じ
色
を
な
ん
、
着
た
り
け
る
。
君
は
、
綾
の

か
い
練
り
の
単
が
さ
ね
、
唐
の
う
す
も
の
の
桜
色
の
細
長
着
て
、
花
染
め
の
綾

の
細
長
を
り
て
ぞ
、
着
た
り
け
る
。
髮
は
う
る
は
し
く
て
、
た
け
に
一
尺
ば
か

り
あ
ま
り
て
、
頭
つ
き
い
と
清
げ
に
て
、
顏
も
あ
や
し
く
世
人
に
は
似
ず
、
め

で
た
く
な
ん
あ
り
け
る
。
男
（
を
）
の
童
三
四
人
、
さ
て
は
、
こ
の
兄せ

う
と

と
ぞ
、

あ
り
け
る
。
ま
せ
に
は
あ
ら
ね
ど
、
先
立
ち
を
く
れ
て
来
け
る
。
詣
で
ざ
ま
に

困
じ
に
け
れ
ば
、
兄
い
と
お
か
し
が
り
て
、

「
篁
に
か
ゝ
り
給
へ
」

と
て
寄
り
け
れ
ば
、

「
い
で
、
い
な
〳
〵
」

と
言
ひ
て
、
道
中
に
去
に
け
り
。

　

さ
る
程
に
、
兵
衛
佐
ば
か
り
の
人
、
か
た
ち
清
げ
に
て
年
廿
ば
か
り
な
り
け

る
が
、
詣
で
あ
ひ
て
、
か
へ
さ
に
、
女
の
道
に
ゐ
た
る
、

「
あ
な
、
く
る
し
。
か
く
て
や
は
、
出
で
立
ち
給
へ
る
」。

も
の
嫉
み
し
て
、
男
【
兵
衛
佐
】
申
に
、

「
か
し
は
車
作
り
て
、
こ
の
わ
た
り
な
る
木
さ
き
の
屛
に
す
へ
奉
ら
ん
。
女
の

身
に
は
大
王
、
み
か
ど
に
は
誰
を
か
を
と
」

と
言
ふ
程
に
暮
れ
ぬ
れ
ば
、【
兄
は
】
わ
り
ご
さ
が
し
て
食
は
せ
ん
と
す
る
に
、

こ
の
佐す
け

を
や
り
す
ぐ
す
。
こ
の
男
【
兵
衛
佐
】、
休
む
や
う
に
て
、
降
り
て
、

　
　

人
知
れ
ぬ
心
た
ゞ
す
の
神
な
ら
ば
思
ふ
心
を
そ
ら
に
知
ら
な
ん

返
し
、

　
　

社
に
も
あ
だ
き
ね
す
ゑ
ぬ
石
神
は
知
る
こ
と
難
し
人
の
心
を

ま
た
も
お
こ
せ
け
れ
ど
、
こ
の
兄
、
い
そ
が
し
て
、
車
に
乗
せ
て
、
ゐ
て
去
ぬ
。

　

こ
の
佐
、
人
を
つ
け
て
、

「
い
づ
く
に
か
、
率
て
去
ぬ
る
」

と
見
せ
け
れ
ば
、

「
そ
の
家
」

と
見
て
け
り
。
あ
し
た
に
、
文
あ
り
。

「
神
の
教
へ
給
し
か
ば
な
む
、
さ
し
て
奉
る
。
か
の
石
神
の
御
も
と
に
て
、
今
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日
あ
ら
ば
」。

文
を
取
り
入
れ
て
見
れ
ば
、
こ
の
兄
、
出
で
走
り
て
、

「
父
ぬ
し
聞
き
給
に
。
い
と
も
の
騒
が
し
う
。
こ
の
童
は
い
づ
く
か
ら
来
た
る

に
。
い
づ
れ
の
す
き
者
の
使
ひ
ぞ
」

と
言
ひ
け
れ
ば
、

「
御
文
は
奉
ら
せ
つ
れ
ど
、
昨
日
い
ま
せ
し
ぬ
し
の
、『
い
づ
れ
の
使
ひ
ぞ
』
と

の
給
を
、
う
ち
か
ら
は
翁
び
た
る
声
に
て
、『
な
に
ご
と
ぞ
』
な
ど
の
給
つ
れ

ば
、
わ
づ
ら
は
し
さ
に
な
む
、
参
で
来
ぬ
る
」

と
言
ひ
け
れ
ば
、

「
と
う
め
の
童
や
」

と
言
ひ
て
、
ま
た
の
あ
し
た
に
、

「
昨
日
の
御
返
。
た
び
〳
〵
、
い
と
お
ぼ
つ
か
な
し
。
こ
の
童
の
、
あ
と
は
か

な
く
て
参
で
来
に
し
か
ば
。

　
　

 

あ
と
は
か
も
な
く
や
あ
り
に
し
浜
千
鳥
お
ぼ
つ
か
な
み
に
騒
ぐ
と
こ
ろ

か
」

　

こ
の
兄
、
大
学
に
出
で
に
け
り
。
樋
洗
童
、
取
り
入
れ
て
奉
る
。
文
を
も
取

り
、

「
大
学
の
主ぬ

し

も
ふ
み
つ
く
る
。
近
か
ら
ん
、
人
の
家
に
す
ゑ
よ
」

と
て
、

「
昨
日
も
見
し
か
ど
も
、
い
さ
や
。

　
　

 

た
ま
ぼ
こ
の
道
交
ゐ
な
り
し
君
な
れ
ば
あ
と
は
か
も
な
く
な
る
と
知
ら
ず

や
」

見
て
、

「
ざ
れ
た
る
べ
き
人
か
な
。
う
た
て
、
ま
が
〳
〵
し
う
も
い
り
た
る
か
な
。
い

か
に
言
は
ま
し
」

と
思
ふ
。
時
【
時
の
】、
大
納
言
の
子
な
り
け
り
。

「
あ
と
は
か
も
な
し
と
、
誰
も
。
道
に
こ
そ
ゐ
給
へ
り
し
か
。

　
　

 

し
ば
〳
〵
に
あ
と
は
か
な
し
と
言
ふ
こ
と
も
同
じ
道
に
は
又
も
あ
ひ
な

ん
」

ま
た
、
こ
れ
を
れ
い
の
童
、
も
て
来
た
り
。
兄
、
道
に
さ
し
あ
ひ
て
、

「
今
こ
れ
よ
り
」

と
言
ひ
て
、
や
り
て
け
り
。

「
か
く
」

な
ど
言
へ
ば
、

「
れ
い
の
、
心
肝
も
な
き
童
か
な
。
先
に
け
し
き
あ
し
う
言
ひ
け
む
人
に
や
、

取
ら
す
べ
き
。
こ
の
稲
荷
に
て
、
ま
な
ら
ひ
も
の
し
げ
に
思
へ
り
し
者
ぞ
や
。

男
【
兵
衛
佐
が
篁
を
指
し
て
い
る
】
よ
り
の
も
の
ぞ
や
。
そ
も
そ
も
、
御
返
」

と
り
て
や
り
つ
。

『
御
返
り
に
く
し
』

と
思
ふ
も
の
ゝ
や
う
に
、
兄
、
出
で
あ
ひ
て
、

「
御
文
奉
り
給
人
は
、
夜
べ
男
【
架
空
の
男
】
に
ぬ
す
ま
れ
た
ま
ひ
し
か
ば
、

求
め
に
ゆ
く
を
。
も
し
、
こ
の
御
文
給
へ
る
人
と
も
知
ら
ず
。
う
ち
率
て
い

け
」

と
言
ひ
け
れ
ば
、
し
り
へ
答
ゑ
に
答
へ
て
、
走
り
に
け
り
。
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『
さ
も
あ
ら
ん
』

と
思
ひ
て
、
文
も
や
ら
ず
な
り
に
け
り
。

女
、
兄
の
は
か
り
た
る
と
は
知
ら
で
、

『
あ
や
し
う
を
と
づ
れ
ぬ
』

と
思
を
り
。
こ
の
兄
、
れ
い
の
ご
と
あ
る
な
り
。

「
道
あ
ひ
の
、
知
り
も
知
ら
ぬ
人
に
、
文
か
よ
は
し
懸
想
じ
給
、
人
の
御
心
こ

そ
あ
り
け
れ
。
か
の
人
は
、
御
妻
に
や
が
て
あ
は
せ
奉
ら
ん
。
仲
人
こ
そ
よ
か

ら
め
。
ゆ
る
さ
れ
た
ま
は
で
は
、
不
用
ぞ
」

な
ど
言
ひ
け
れ
ば
、

「
な
で
う
、
目
に
か
つ
か
ん
。
い
か
に
知
り
て
か
、
と
も
か
う
も
思
は
ん
。」

「
世
を
知
ら
ざ
ら
ん
人
は
、
さ
や
う
に
も
言
は
で
こ
そ
あ
ら
め
。
見
つ
か
ず
の

御
あ
り
さ
ま
や
。
心
う
し
と
。
思
は
ず
な
り
」

な
ど
言
へ
ば
、
妹
い
と
お
し
う
て
、

「
な
に
か
、
目
に
ち
か
ざ
ら
ん
人
を
、
し
ひ
も
見
給
へ
と
、
思
は
ん
。」

と
て
、
入
り
に
け
り
。

◆ 

①
ｂ
「
妹
懐
妊
段
落
」
の
冒
頭
部
1
例
（
①
ａ
の
直
後
で
、
①
に
続
く
場
面

の
冒
頭
部
。「
せ
う
と
」
1
例
の
直
後
は
「
男
、
言
ふ
よ
う
」
と
「
男
」
に

変
る
）

　

例れ
い

の
書ふ
み

読
み
に
、

『
内
侍
に
な
さ
ん
』

の
心
あ
り
て
、
親
は
書
教
ふ
る
な
り
け
り
。
文
か
よ
は
し
に
は
し
ゝ
た
れ
ど
、

こ
の
兄せ
う
と

、
心
を
ま
ど
は
し
て
、
思
ひ
出
で
ら
れ
け
り
。
男
、
言
ふ
や
う
、

「
か
く
思
ひ
出
で
ら
れ
、
か
ぎ
り
な
き
心
を
思
知
ら
ず
し
て
、
よ
そ
な
る
人
を

思
ひ
た
ま
へ
る
こ
そ
、
つ
ら
け
れ
。」（
下
略
）

◆ 

②
「
春
の
橘
」
章
段
2
例
│
│
『
伊
勢
物
語
』
四
十
一
段
「
緑ろ
く
そ
う衫
の
上
の

衣き
ぬ

」（
お
よ
び
『
蒙
求
』
の
「
陸
続
懐
橘
」）

「
例れ

い

の
、
さ
は
り
せ
ず
」

な
ど
、
う
た
て
あ
る
け
し
き
を
見
て
、
人
〳
〵
言
ふ
。
こ
の
兄
も
、

「
い
と
を
し
」

と
見
て
、
春
の
こ
と
に
や
あ
り
け
ん
、
も
の
も
食
は
で
、
は
な
か
う
じ
・
橘
を

な
む
、
ね
が
ひ
け
る
、
知
ら
ぬ
程
は
、
親
求
め
て
食
は
せ
、
兄
、
大
学
の
あ
る

じ
す
る
に
、

『
み
な
取
ら
ま
ほ
し
』

と
思
ひ
け
れ
ど
、
二
三
ば
か
り
、
た
ゝ
み
紙
に
入
れ
て
、
取
ら
す
。

　
　

あ
だ
に
散
る
花
橘
の
に
ほ
ひ
に
は
緑
の
衣
の
香
こ
そ
ま
さ
ら
め

「
こ
れ
を
き
こ
し
め
す
な
れ
ば
な
ん
」。

返
事
に
、

「
御
ふ
と
こ
ろ
に
あ
り
け
れ
ば
な
ん
、

　
　

似
た
り
と
や
花
橘
を
か
ぎ
つ
け
れ
ば
緑
の
香
さ
へ
う
つ
ら
ざ
り
け
り
」
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◆ 
③
第
Ⅰ
部
終
結
部
「
妹
亡
霊
譚
」
の
中
の
供
養
の
場
面
2
例
（「
親
に
代
わ

っ
て
葬
送
を
す
る
た
め
だ
ろ
う
か
、
身
内
と
し
て
の
「
兄せ
う
と」（

2
例
）
が
現

れ
、
こ
の
場
面
で
「
兄
⇒
兄
⇒
男
」
と
変
化
し
て
、「
兄
」
の
最
後
の
使
用

が
終
わ
る
。」）

　

親
は
す
て
て
去
に
け
れ
ば
、
と
か
く
お
さ
む
る
こ
と
は
、
た
ゞ
、
こ
の
兄せ

う
と

ぞ
、
し
け
る
。

　

人
は
み
な
、
す
て
て
ゆ
き
に
け
れ
ば
、
た
ゞ
、
こ
の
兄
、
従
者
三
四
人
・
学

生
一
人
し
て
、
こ
の
女
を
死
に
け
る
屋
を
、
い
と
よ
く
は
ら
ひ
て
、
花
・
香
た

き
て
、
遠
き
所
に
、
火
を
と
も
し
て
ゐ
た
れ
ば
、
こ
の
魂
な
ん
、
夜
な
〳
〵
来

て
語
ら
ひ
け
る
。

　

三
七
日
は
、
い
と
あ
ざ
や
か
な
り
。

　

四
七
日
は
、
と
き
〳
〵
見
え
け
り
。

　

こ
の 

男
、
涙
つ
き
せ
ず
泣
く
。
そ
の
涙
を
硯
の
水
に
て
、
法
華
経
を
書
き

て
、
比
叡
の
三
昧
堂
に
て
、
七
日
の
わ
ざ
し
け
り
。
そ
の
人
、
七
日
は
な
し
は

て
て
も
、
ほ
の
め
く
こ
と
絶
え
ざ
り
け
り
。

　

三
年
す
ぎ
て
は
、
夢
に
も
、
た
し
か
に
見
え
ざ
り
け
り
。
な
を
悲
し
か
り
け

れ
ば
、
初
め
の
ご
と
し
て
な
ん
、
ま
か
せ
た
り
け
る
。
妻
に
も
寄
ら
で
、
ひ
と

り
な
ん
、
あ
り
け
る
。

　
【
第
Ⅰ
部
終
り
】

【
参
考
文
献
】

山
口　

博
（1967

）「
篁
物
語
論
」『
王
朝
歌
壇
の
研
究
│
│
村
上
冷
泉
円
融
朝
篇
』
桜

楓
社
（
初
出
は1957

年
お
よ
び1965

年
の
論
等
）

阿
部
俊
子
（1969

）『
歌
物
語
と
そ
の
周
辺
』
風
間
書
房

石
原
昭
平
・
根
本
敬
三
・
津
本
信
博
（1977

）『
篁
物
語
新
講
』、
武
蔵
野
書
院

呉
羽　

長
（1986

）「『
篁
物
語
』「
泣
き
流
す
」
の
歌
下
句
の
想
定
」『
解
釈
』
32
│
7

平
野
由
紀
子
（1988

）『
小
野
篁
集
全
釈
』（
私
家
集
全
釈
叢
書
3
）、
風
間
書
房

中
村
祥
子
（1995

）「『
篁
物
語
』
第
二
部
の
発
想
に
つ
い
て
の
私
見
│
│
『
世
説
新

語
』
賢
媛
伝
と
の
か
か
わ
り
│
│
『
日
本
語
日
本
大
学
』
21
（
台
湾
・
輔
仁
大

学
）

仁
平
道
明
（1995.12

）「『
篁
物
語
』
の
結
婚
譚
と
『
孔
子
家
語
』」『
む
ら
さ
き
』
32
、

後
に
仁
平
（2000

）『
和
漢
比
較
文
学
論
考
』
武
蔵
野
書
院
に
再
録
、
い
ま
後
者

に
よ
る
。

森
中
京
子
（1996

）「『
兄
』『
学
生
』
と
い
う
語
の
イ
マ
ジ
ェ
リ
ー
│
│
『
篁
物
語
』

小
考
」『
緑
岡
詞
林
』
20
（
青
山
学
院
日
文
院
生
の
会
）

安
部
清
哉
（1996.3

）「
語
彙
・
語
法
史
か
ら
見
る
資
料
│
│
『
篁
物
語
』
の
成
立
時

期
を
め
ぐ
り
て
│
│
」『
国
語
学
』184

村
田
菜
穂
子
（2005

）『
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
語
彙
論
的
研
究
』
笠
間
書
院

中
村
祥
子
（2006.7

）「
生
死
を
隔
て
た
邂
逅
│
│
『
篁
物
語
』
と
「
李
章
武
伝
」

│
│
」『2006

年
中
国
文
化
大
学
中
日
社
会
與
文
化
学
術
検
討
会
論
文
集
』（
台

北
市
・
中
国
文
化
大
学
日
本
語
文
学
系
所
出
版
・
発
行
）（
招
魂
の
儀
式
の
こ
と
）

中
村
祥
子
（2007

）「『
篁
物
語
』
に
お
け
る
三
の
君
結
婚
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
（
副
題

略
）」『
日
本
語
日
本
文
学
』
32
（
台
湾
・
輔
仁
大
学
）

中
村
祥
子
（2009

）「
古
今
歌
と
『
篁
物
語
』
│
│
八
二
九
番
歌
か
ら
紡
が
れ
た
物
語

│
│
」
工
藤
進
思
郎
先
生
退
職
記
念
の
会
（
編
）『
工
藤
進
思
郎
先
生
退
職
記
念

論
文
・
随
想
集
』
工
藤
進
思
郎
先
生
退
職
記
念
の
会
（「
泣
く
」「
涙
」
表
現
と
の

関
係
）
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安
部
清
哉
（2017.3

）「
原
『
篁
物
語
』
の
作
者
・
成
立
年
と
源
順
お
よ
び
河
原
院
歌

壇
沈
淪
歌
人
群
の
長
歌
・
和
歌
│
│
九
六
一
年
か
ら
九
八
〇
年
頃
か
│
│
」『
学

習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
63

安
部
清
哉
（2018.3

）「『
伊
勢
物
語
』
三
十
九
・
四
十
・
四
十
一
段
と
源
順
│
│
『
篁

物
語
』
第
Ⅰ
部
・
第
Ⅱ
部
共
通
の
一
典
拠
章
段
と
し
て
│
│
」
学
習
院
大
学
人
文

科
学
研
究
所
『
人
文
』
16

安
部
清
哉
（2018.5
）「
挿
入
段
落
・
附
載
説
話
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
『
篁
物
語
』

の
構
成
と
形
成
│
│
残
る
断
続
場
面
の
「
ふ
み
（
書
＝
漢
学
）」
と
い
う
主
題

│
│
」『
学
習
院
大
学
教
職
課
程
年
報
』
4

安
部
清
哉
（2018.6

）「
係
り
助
詞
（
ナ
ム
・
ゾ
・
コ
ソ
）
の
四
文
体
別
変
遷
史
か
ら

見
た
『
篁
物
語
』
│
│
源
順
原
作
説
と
も
照
ら
し
つ
つ
│
│
」『
国
語
と
国
文
学
』

95
│
6

安
部
清
哉
（2019.3

）「
贈
答
歌
と
会
話
と
段
落
構
成
か
ら
見
た
『
篁
物
語
』
と
い
う

〝
つ
く
り
歌
物
語
〞
の
創
出
」『
文
学
部
研
究
年
報
』
65

【
付
記
1
】
安
部
（2018.3

）
に
て
、『
篁
物
語
』
の
典
拠
の
一
つ
と
し
て
『
伊
勢
物

語
』
41
段
（
お
よ
び
39
・
31
段
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
源
順
の
語
彙

「
緑
の
衣
」（
41
段
）
と
祖
父
・
源
至
（
39
段
）
と
を
糸
口
と
し
な
が
ら
た
ど
り
、

そ
れ
ら
の
間
に
あ
る
40
段
に
関
す
る
先
行
の
指
摘
（
藤
田
徳
太
郎
（1930
）、
後

藤
丹
治
（1936

））
を
見
出
し
て
、
改
め
て
40
段
を
一
つ
の
典
拠
と
解
釈
し
た
。

今
回
、
校
正
時
、
次
の
平
林
文
雄
（1991

）
に
お
い
て
も
、
40
段
を
典
拠
と
し
て

挙
げ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
し
て
お
く
。
40
段
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
『
篁
物
語
』
と
類
似
す
る
作
品
と
し
て
、『
宇
津
保
』『
落
窪
』

他
が
挙
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、（
継
）
子
虐
め
譚
的
表
現
の
類
似
と

し
て
、
母
親
に
よ
る
子
供
の
幽
閉
部
分
で
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
か
ら

（
阿
部
俊
子
（1969

）
が
早
い
指
摘
と
し
て
あ
る
が
、
詳
し
く
は
機
会
を
改
め
る
）、

そ
れ
ゆ
え
、
お
そ
ら
く
そ
の
延
長
線
上
で
の
典
拠
指
摘
か
と
推
察
す
る
。
た
だ
し
、

平
林
（1991

）
に
は
、
最
も
早
い
こ
れ
ら
藤
田
・
後
藤
二
つ
の
先
行
研
究
へ
の
言

及
は
な
く
、
ま
た
、
40
段
と
の
類
似
点
の
指
摘
内
容
も
拙
論
と
は
一
部
異
な
っ
て

い
る
。
機
会
を
改
め
て
詳
述
し
た
い
。（
論
集
中
に
所
収
の
論
文
の
た
め
気
づ
く

の
が
遅
れ
た
。）

藤
田
徳
太
郎
（1930

）『
平
安
朝
物
語
選
要
』
明
治
書
院

後
藤
丹
治
（1936

）「
篁
物
語
新
考
」『
国
語
国
文
』
6
─10

平
林
文
雄
（1991

）「『
篁
日
記
』『
小
野
篁
記
』『
小
野
篁
集
』『
篁
物
語
』
の
典

拠
」『
日
本
文
芸
思
潮
論
』
桜
楓
社

【
付
記
2
】
本
稿
は
次
の
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
日
本
学
術
振

興
会
科
学
研
究
費2017

─2019

年
度
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
基
金
）、
課
題
番
号
：

17K
02785

、
代
表
：
安
部
）
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 Study on T
he C

om
position of Paragraphs of “ T

he Tale of Takam
ura”

（『篁
物
語

』）Seen from
 “ T

he Tale of Ise”

（『伊
勢
物
語

』）and T
he 

Personal Pronoun “ Seuto”  for theH
ero,

A
BE

 Seiya

　

A
bstract: In this thesis, the aim

 is to elucidate the usage of the nam
e of the 

m
ain character in “ T

he Tale of Takam
ura”

（『篁
物
語

』）. In this story, five 
words of “ Seuto”  “ O

toko”  “ takam
ura”  “ daigaku no nushi”  “ hito”  are used for 

the hero “ Takam
ura” , but focused on “ Seuto”  and “ O

toko”  w
hich is 

particularly used in m
any cases. 

　

“ Seuto”  is used in a position com
plem

entary to “ O
toko”  and appears in 

three places. In this tale, “ Seuto”  is always used m
ore than once in a row. T

he 
part w

here “ Seuto”  is used is divided into three parts. In these three parts, 
“ Seuto”  is used 10 tim

es, twice, twice, respectively. E
specially “ Seuto”  appears 

427
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in a series of scenes. M
oreover, it is lim

ited to a certain part related to “ T
he 

Tale of Ise”

（『伊
勢
物
語

』）which is one of the authority works.
　

From
 the view

point of these characteristics, it seem
s that the part of 

“ Seuto”  w
as conceived at the stage after form

ation, a little later. A
t first, the 

part w
here “ O

toko”  is used w
as created. A

fter that, “ Seuto”  w
as used in the 

three parts based on “ T
he Tale of ISE

” , it was inserted in the part of “ O
toko” . 

A
s such, it w

as considered that the two parts w
here these different personal 

pronouns are used were integrated and the whole was form
ed.

　

Key W
ords :  “ T

he Tale of Takam
ura” , “ T

he Tale of Ise” , “ Seuto” , the 
com

position of paragraphs, personal pronoun




